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前
号
の
一
般
会
計
決
算
に
続

き
、
今
回
は
特
別
会
計
、
企
業

会
計
の
決
算
状
況
等
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

特
別
会
計
は
全
て
の
特
別
会
計

で
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
前
年
に
比
べ
歳
出
の
総
額

は
介
護
保
険
が
４
億
円
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
が
、
３
億
８
千

万
円
増
加
す
る
な
ど
、
今
後
ま
す

ま
す
歳
出
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

老
人
保
健
医
療
の
３
会
計
は
、
独

立
採
算
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
を

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
頼
っ

て
い
る
た
め
、
特
別
会
計
の
歳
出

の
伸
び
は
、
そ
の
ま
ま
一
般
会
計

の
負
担
を
増
大
さ
せ
て
い
ま
す
。

◆
有
線
放
送
電
話
特
別
会
計

使
用
料
収
入
は
加
入
者
戸
数
の

減
に
伴
い
減
少
し
て
い
ま
す
。
機

械
設
備
の
老
朽
化
な
ど
、
今
後
有

線
放
送
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の

見
直
し
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

特
別
会
計

会
計
か
ら
の
繰
入
金
や
基
金
へ
の

依
存
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

保
険
税
の
徴
収
率
向
上
、
医
療
費

の
適
正
化
、
保
健
事
業
の
推
進
な

ど
収
支
両
面
か
ら
の
経
営
努
力
が

今
後
も
引
き
続
き
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

制
度
導
入
さ
れ
て
５
年
目
を
迎

え
た
介
護
保
険
で
す
が
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
の
伸
び
以
上

に
、
年
々
そ
の
歳
入
歳
出
規
模
は

膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
対
象
者
数
の

伸
び
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
が
整
っ
た

こ
と
か
ら
一
人
あ
た
り
の
給
付
単

価
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
制
度
の
円
滑
な
導
入

を
図
る
た
め
、
当
初
３
年
間
は
暫

定
的
な
料
金
徴
収
を
行
い
、
昨
年

度
は
保
険
料
の
改
定
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
介
護
保
険
料
収
入

は
導
入
以
来
、
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
後
は
年
齢
階

層
の
増
加
分
し
か
伸
び
は
見
込
め

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
と
も
に
決
算
額
は

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
加
入
者
の

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
国
民
健
康

保
険
税
は
歳
入
の
お
よ
そ
３
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
一
般
会
計

か
ら
補
て
ん
を
行
う
繰
入
金
は

８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
15
年
決

算
で
は
国
民
健
康
保
険
事
業
基
金

の
一
部
取
崩
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
医
療
費
の
伸
び
な
ど
今
後
も

支
出
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
一
般

（表1）特別会計決算一覧表 （単位：千円）

歳　入 歳　出 差　引

有線放送電話特別会計 47,743 24,726 23,017

国民健康保険特別会計 3,846,364 3,839,233 7,131

介護保険特別会計 2,524,778 2,524,146 632

老人保健医療特別会計 4,807,197 4,784,648 22,549

公園墓地整備特別会計 14,414 5,907 8,507

合　　計 11,240,496 11,178,660 61,836

（表2）有線放送電話特別会計の決算推移 （単位：千円）

年度 歳入計

42,826 22,738 4,411 15,677 23,712 19,114

44,732 22,530 3,088 19,114 22,741 21,991

48,052 22,315 3,746 21,991 23,595 24,457

49,333 21,943 2,933 24,457 25,739 23,594

47,743 21,615 2,534 23,594 24,726 23,017

H11

H12

H13

H14

H15

使用料 雑　入 繰越金 歳出計 差引収支

（表3）国民健康保険特別会計の決算推移 （単位：千円）

年度 歳入計 うち国民
健康保険税

うち一般
会計繰入金

歳出計 差引収支 国民健康保険
事業基金残高

3,288,895

3,487,007

3,497,177

3,484,192

3,846,364

1,169,977

1,198,303

1,220,298

1,211,425

1,274,341

270,793

282,492

271,160

220,891

301,978

3,101,925

3,281,795

3,396,161

3,449,582

3,839,233

186,970

205,212

101,016

34,610   

7,131

180,206

230,206

330,206

330,206

315,206

H11

H12

H13

H14

H15
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護
保
険
特
別
会
計
と
同
様
に
、
歳

入
歳
出
規
模
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
11
年
、
12
年
、
13
年
の
赤
字

は
繰
上
充
用
（
翌
年
の
歳
入
で
埋

め
戻
し
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
14

年
の
10
月
以
降
、
受
給
者
の
対
象

年
齢
を
75
歳
以
上
に
引
き
上
げ
、

一
定
以
上
の
所
得
要
件
に
該
当
す

る
老
人
医
療
費
は
助
成
対
象
か
ら

除
外
し
ま
し
た
が
、
医
療
費
は
高

額
医
療
支
援
制
度
や
高
度
医
療
化

の
影
響
も
あ
り
、
１
人
当
た
り
の

医
療
費
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
国

や
県
、
市
の
公
費
負
担
割
合
の
改

革
も
重
な
り
、
一
般
会
計
の
繰
出

額
は
今
後
も
増
加
す
る
も
の
と
予

想
さ
れ
ま
す
。

◆
公
園
墓
地
会
計

墓
園
の
補
修
整
備
を
図
り
、
区

画
の
販
売
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
６
７
４
区
画
の
供
用
を
開
始

し
て
お
り
、
15
年
度
末
で
６
０
７

区
画
の
契
約
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

◆
病
院
事
業
会
計

営
業
成
績
を
示
す
収
益
的
収
支

は
、
改
築
工
事
に
伴
う
病
棟
・
手

術
室
の
閉
鎖
で
入
院
収
益
が
減
少

し
た
た
め
、
１
億
８
千
万
円
の
純

損
失
と
な
り
ま
し
た
。
資
本
的
収

支
に
つ
い
て
は
、
増
改
築
工
事
に

よ
る
影
響
も
あ
り
、
９
千
５
百
万

円
の
不
足
が
生
じ
ま
し
た
が
、
内

部
留
保
資
金
で
補
て
ん
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
患
者
１
人
１
日
当
た

り
の
診
療
単
価
は
、
入
院
で
３
万

５
千
円
、
外
来
で
１
万
１
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
水
道
事
業
会
計

事
業
収
入
が
伸
び
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
収
益
的
収
支
は
８
千
９
百

万
円
の
純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た

が
、
資
本
的
収
支
は
２
億
３
千
万

円
不
足
と
な
り
、
内
部
留
保
資
金

な
ど
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
老
朽
管
の
更
新
や
耐
震

化
の
た
め
に
多
額
の
費
用
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
１
立
方
メ

ー
ト
ル
当
た
り
の
水
道
水
（
ド
ラ
ム

缶
５
本
分
）
を
家
庭
や
工
場
に
送
る

の
に
３
１
０
円
（
税
抜
）
の
費
用
が

か
か
る
の
に
対
し
、
水
道
料
金
は
２

６
４
円
（
税
抜
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
農
業
共
済
事
業
会
計

◆
下
水
道
事
業
会
計

平
成
15
年
度
の
決
算
状
況
は
、

営
業
収
益
で
平
成
14
年
10
月
に
下

水
道
使
用
料
を
改
定
し
た
こ
と
や

水
洗
化
の
促
進
に
よ
り
使
用
料
収

入
で
１
億
２，
８
０
０
万
円
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。事
業
収
益
は
４，

１
０
０
万
円
増
と
な
り
ま
し
た

が
、
事
業
費
用
が
１
億
５，
８
０

０
万
円
増
加
し
た
た
め
、
収
益
的

収
支
で
７
億
２，
３
０
０
万
円
の
損

失
を
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
本
的
収
支
に
つ
い
て

は
、
15
年
度
末
で
コ
ミ
プ
ラ
事
業

を
完
了
、
さ
ら
に
は
農
業
集
落
排

水
事
業
の
平
成
17
年
度
、
公
共
下

水
道
事
業
の
平
成
20
年
度
完
了
を

め
ざ
し
建
設
を
進
め
た
結
果
、
５

億
７，
５

０
０
万
円

の
不
足
を

生
じ
ま
し

た
。

企
業
会
計

ず
、
現
状
の
決
算
額
で
推
移
す
る

と
考
え
ま
す
。

一
般
会
計
の
繰
出
金
は
法
律
で

定
め
ら
れ
た
負
担
（
介
護
給
付
費

の
12.5
％
）
を
す
る
こ
と
に
よ
り
ま

す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

が
充
実
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
介

護
給
付
費
と
そ
れ
に
伴
う
繰
出
金

の
伸
び
が
さ
ら
に
見
込
ま
れ
ま
す
。

◆
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介

収益的収入　5,850,991千円
支出　6,034,966千円（税抜）

資本的収入　2,253,041千円
支出　2,348,553千円（税込）

資　産　6,499,430千円
負　債 868,547千円
資　本　5,630,883千円

（表4）介護保険特別会計の決算推移 （単位：千円）

年度 歳入計 うち
介護保険料

うち一般
会計繰入金

歳出計 差引収支 介護給付費
準備基金等残高

―

1,603,288

1,940,558

2,121,154

2,524,778

―

82,894

253,329

342,789

398,956

―

286,918

307,509

330,256

382,609

―

1,590,471

1,924,052

2,116,192

2,524,146

―

12,817

16,506

4,962

632

―

84,709

120,262

119,922

105,932

H11

H12

H13

H14

H15

（表5）老人保健医療特別会計の決算推移（単位：千円）

年度 歳入計 うち一般
会計繰入金

歳出計 差引収支

H11 4,628,805 246,268 4,673,862 △ 45,057

H12 4,611,648 228,916 4,615,038 △ 3,390

H13 4,767,291 235,403 4,769,778 △ 2,487

H14 4,779,933 244,868 4,754,015 25,918

H15 4,807,197 270,357 4,784,648 22,549

病院事業会計

収益的収入　142,831千円　
収益的支出　136,214千円

資　産　186,023千円
負　債　108,410千円
資　本　 77,613千円

農業共済事業会計

収益的収入　1,482,957千円
支出　1,393,169千円（税抜）

資本的収入　　378,320千円
支出　　609,663千円（税込）

資　産　11,119,253千円
負　債　　 302,300千円
資　本　10,816,953千円

水道事業会計

収益的収入　1,167,773千円
支出　1,890,967千円（税抜）

資本的収入　2,882,214千円
支出　3,456,781千円（税込）

資　産　52,361,771千円
負　債　　 984,699千円
資　本　51,377,072千円

下水道事業会計
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◆
下
水
道
事
業
の
種
類

加
西
市
の
下
水
道
は
管
轄
す
る

省
庁
ご
と
に
大
き
く
３
つ
の
事
業

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

蘆
公
共
下
水
道
事
業
（
公
共
）

国
土
交
通
省

蘆
農
業
集
落
排
水
事
業
（
農
集
）

農
林
水
産
省

蘆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
整
備
事

業
（
コ
ミ
プ
ラ
）

環
境
省

公
共
下
水
道
は
調
整
区
域
で
は

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
（
特

環
）
と
い
い
ま
す
の
で
、
次
の
よ

う
に
４
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

次
の
グ
ラ
フ
は
、
こ
の
４
つ
の

下
水
事
業
が
ど
の
よ
う
に
整
備
さ

れ
て
き
た
か
、
加
西
の
総
人
口
と

の
割
合
で
比
較
し
て
い
ま
す
。
割

合
は
各
下
水
道
事
業
の
処
理
区
域

内
人
口
を
総
人
口
で
割
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
下
水
道
普
及
率
と
い

い
ま
す
。
15
年
度
末
現
在
、
そ
れ

ぞ
れ
２
割
近
い
シ
ェ
ア
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
比
較
的
短
期
間
に
大

き
く
伸
び
た
コ
ミ
プ
ラ
の
上
昇

が
、
よ
く
目
立
ち
ま
す
。
加
西
市

の
下
水
道
普
及
率
の
飛
躍
的
な
上

昇
は
、
コ
ミ
プ
ラ
の
導
入
な
し
に

は
成
り
立
た
な
か
っ
た
と
言
え
ま

す
。

◆
異
な
る
下
水
道
の
法
制
度
と
財

政
措
置

市
民
の
皆
さ
ん
が
下
水
道
を
利

用
さ
れ
る
場
合
に
は
４
事
業
の
間

に
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
各
事
業
に
よ
り
、
財
政
措

置
が
異
な
り
借
金
の

返
済
方
法
や
交
付
税

措
置
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

▼
法
制
度
の
ち
が
い

蘆
特
環
・
公
共

公
営
企
業
と
し
て

実
施
さ
れ
る
下
水

道
法
の
下
水
道
事

業
蘆
農
集

公
営
企
業
と
し
て

実
施
さ
れ
る
下
水

道
法
の
下
水
道
以

外
の
も
の

蘆
コ
ミ
プ
ラ

一
般
会
計
等
で
実

施
さ
れ
る
下
水
道

法
の
下
水
道
以
外

の
も
の

下
水
道
の
実
施
区
域
は
人
口
の

集
中
す
る
都
市
区
域
か
ら
、
周
辺

部
へ
通
常
、工
事
は
広
が
り
ま
す
。

整
備
に
伴
う
経
費
や
負
担
は
、
周

辺
へ
条
件
が
広
が
る
こ
と
に
よ
っ

て
、増
額
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

下
水
道
会
計
で
は
整
備
に
要
し

た
借
金
の
返
済
額
を
資
本
費
と
い

い
、
そ
れ
を
そ
の
年
度
で
料
金
徴

収
さ
れ
た
水
量
で
割
っ
た
数
値
を

資
本
費
単
価
と
呼
び
ま
す
。

加
西
市
の
下
水
道
の
資
本
費
単

価
は
下
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
下
水
道
整
備
は
、
建
設

期
間
が
長
期
に
わ
た
り
、
多
額
の

先
行
投
資
を
必
要
と
す
る
事
業
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
全
て

の
経
費
を
使
用
料
の
対
象
に
し
て

し
ま
う
と
、著
し
く
高
額
に
な
り
、

世
代
間
の
不
均
衡
を
生
じ
ま
す
。

年
間
の
使
用
料
収
入
を
そ
の
年
度

で
料
金
徴
収
さ
れ
た
水
量
で
割
っ

た
数
値
を
使
用
料
単
価
と
呼
び
ま

す
。加

西
市
の
下
水
道
の
使
用
料
単

価
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

Ⅰ
加
西
市
の

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業
の
概
要
と

経
営
状
況
に
つ
い
て

特 集

Ⅱ
資
本
費
単
価
と

使
用
料
単
価

早期 終期
人口密集地 →　周辺部
（都市部） → （農村部）
下水管　短い →　下水管　長い

太い →　　　　　細い
中継ポンプ　少 →　中継ポンプ　多
補助対象　多 →　補助対象　少

下水整備の時間的な進行傾向

資本費単価とは、１裙あたり（ドラム
缶5本分）の下水道水を家庭から流す
のに必要な整備に要した費用

算出方法＝

整備に要した借金の返済額（資本費）

料金徴収された総使用水量（有収水量）

（コミプラにはこの概念が適用されません。）

下水道の資本費単価資本費単価の全国平均と加西市の比較（単位：円）

年　度 H11 H12 H13 H14

公共下水道 393 389 407 412

特環下水道 546 436 480 489

農業集落排水事業 467 414 411 413

全国平均 155 162 88 96

※全国平均の13年以降は公営企業法を適用する団体数値を
採用しています。
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特集 特別会計・企業会計の決算概要

例
え
ば
加
西
市
の
公
共
下
水
道

を
例
に
全
国
平
均
と
比
較
す
る

と
、（
図
１
）
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

加
西
市
の
場
合
、
市
域
が
広
大

で
整
備
に
要
す
る
費
用
が
多
額
と

な
る
反
面
大
口
の
需
要
も
少
な
く

使
用
水
量
が
少
な
い
た
め
、
使
用

料
が
高
く
な
る
の
が
実
情
で
す
。

資
本
費
単
価
が
一
定
の
基
準
を

超
え
る
下
水
道
事
業
に
は
、
使
用

料
と
し
て
徴
収
可
能
な
水
準
ま
で

引
き
下
げ
る
た
め
に
、
一
般
会
計

は
公
費
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
国
は
、

対
象
と
な
る

自
治
体
に
対

し
、
普
通
交

付
税
で
そ
の

45
％
を
財
源

措
置
し
て
い

ま
す
。

対
象
と
な
る
条
件
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
高
資
本
費
対
策
の
要
件

①
資
本
費
単
価
が
全
国
平
均
の
1.5

倍
を
上
回
る

②
使
用
料
単
価
が
全
国
平
均
よ
り

高
い
。

③
経
営
安
定
化
の
た
め
の
十
分
な

努
力
を
し
て
い
る
。

（
経
営
安
定
化
計
画
書
の
作
成
）

現
在
、
加
西
市
の
公
共
と
特
環

は
、
資
本
費
単
価
と
使
用
料
単
価

の
条
件
を
満
た
し
、
高
資
本
費
対

策
対
象
団
体
に
該
当
し
て
い
ま

す
。
高
資
本
費
対
策
費
に
よ
る
交

付
税
収
入
を
見
込
む
と
す
れ
ば
、

年
々
上
昇
す
る
基
準
要
件
に
追
随

で
き
る
よ
う
に
、
一
定
期
間
ご
と

の
使
用
料
単
価
を
上
げ
る
こ
と
が

条
件
と
な
っ
て
き
ま
す
。
財
政
再

建
計
画
は
こ
の
値
上
げ
に
よ
る
使

用
料
増
収
と
交
付
税
措
置
の
２
つ

の
効
果
を
下
水
道
経
営
の
見
通
し

の
中
で
試
算
し
、
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。

病
院
、
水
道
も
含
め
た
企
業
会

計
の
経
営
状
況
は
（
表
１
）
の
と

お
り
で
す
。

今
後
の
見
込
み
で
は
財
政
再
建

計
画
に
基
づ
き
、
経
費
の
縮
減
及

び
適
正
な
使
用
料
改
定
を
行
い
、

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

不
良
債
務
・
累
積
欠
損
金
の
解
消

に
努
め
ま
す
。

農
集
・
コ
ミ
プ
ラ
の
２
事
業
に

つ
い
て
は
、
単
独
で
の
不
良
債
務

解
消
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
下
水

道
事
業
全
体
で
不
良
債
務
解
消
を

め
ざ
し
ま
す
。

Ⅲ
高
資
本
費
対
策
と

使
用
料

Ⅳ
下
水
道
会
計
の
経
営

状
況
と
今
後
の
展
望

蘆
経
常
収
支
比
率
…
経
常
収
益
／
経
常
費

用
×
１
０
０
で
求
め
た
も
の
。
こ
の
比
率

が
１
０
０
％
以
上
の
場
合
は
単
年
度
黒

字
、
１
０
０
％
未
満
は
単
年
度
赤
字
を
表

し
ま
す
。

蘆
累
積
欠
損
金
…
営
業
活
動
に
よ
っ
て
欠
損

を
生
じ
た
場
合
、
こ
の
欠
損
を
埋
め
る
た

め
の
処
理
と
し
て
補
て
ん
を
行
う
方
法
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
な
お
補
て
ん
の

で
き
な
い
赤
字
の
累
積
し
た
も
の

蘆
累
積
欠
損
金
比
率
…
累
積
欠
損
金
／
営
業

収
益
×
１
０
０
で
求
め
た
も
の
。
こ
の
比

率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
経
営
状
況
は
悪
化

し
ま
す
。

蘆
不
良
債
務
…
当
面
の
支
払
能
力
を
超
え
る

債
務
の
額
。
流
動
負
債
が
流
動
資
産
の
額

を
超
え
る
場
合
に
発
生
し
ま
す
。

蘆
不
良
債
務
比
率
…
不
良
債
務
／
営
業
収

益
×
１
０
０
で
求
め
た
も
の
。
支
払
不
可

能
の
負
債
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
累
積

欠
損
比
率
と
同
様
に
、
経
営
状
況
が
悪
化

す
る
ほ
ど
比
率
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

用
語
の
解
説

使用料単価とは、１裙あたり（ドラム缶5
本分）の汚水を家庭から流したときに料金
としていただく金額

算出方法＝

料金収入（下水道使用料）

料金徴収された総使用水量（有収水量）

下水道の使用料単価使用料単価の全国平均と加西市の比較（単位：円）

年　度 H11 H12 H13 H14

公共下水道 143 137 132 153

特環下水道 143 137 132 153

農業集落排水事業 131 115 114 119

全国平均 121 125 127 128

汚水を流すために
整備に要するお金
（費用・コスト）

加西市　 412円
全国平均　96円

汚水を流すときに
いただくお金
（収益・売上）

加西市　　153円
全国平均　128円

（図1）加西市の公共下水道を例に
全国平均と比較

加西市の　　　　資本費単価の
資本費単価　－ 全国平均の1.5倍

× 有収水量 × 0.45
＝ 交付税措置額

普通交付税の高資本費対策措置

〔 〕

（表1）地方公営企業の経営状況

病　　院

上 水 道

下 水 道

公共

特環

農集

その他（コミプラ）

H13

99.7

105.5

99.3

103.8

88.4

100.0

103.6

97.9

104.7

56.8

62.2

56.6

48.6

73.9

97.0

106.4

61.2

75.5

72.3

29.3

63.4

99.0

98.7

99.9

100.9

87.3

39.6

84.1

25.5

0.0

3.4

0.0

61.3

0.3

0.0

27.8

0.0

201.7

129.0

230.4

380.7

196.7

30.5

0.0

267.2

168.4

231.9

583.1

266.9

58.4

2.5

62.4

60.7

140.0

419.1

152.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

69.3

33.8

113.0

118.0

0.0

0.0

0.0

136.3

14.0

182.0

399.5

98.4

0

0

581

31

217

333

70

H14 H15 県平均 H13 H14 H15 県平均 H13 H14 H15 不良債務額

経常収支比率 累積欠損金比率 不良債務比率（％） （％） （％、百万円）
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☆
加
西
市
善
意
の
表
彰
受
賞
者

〈
か
し
の
木
賞
〉

○
石
井
　
豊
樹
（
坂
元
町
）

平
成
５
年
４
月
に
富
田
少
年
野

球
団
の
コ
ー
チ
に
就
任
以
来
、「
野

球
は
楽
し
く
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に

や
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
一
貫
し

た
指
導
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
か
ら
淡
路
洲
本
に
転

勤
さ
れ
ま
し
た
が
、
毎
週
土
・
日

曜
日
は
帰
郷
し
、
下
級
生
の
指
導

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
大
西
　
宏
之
（
北
条
町
東
高
室
）

北
条
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

指
導
者
と
し
て
、
平
成
３
年
度
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
毎
週
土
・

日
曜
日
の
練
習
や
試
合
に
出
席

し
、
技
術
面
・
礼
儀
に
つ
い
て
指

導
し
、
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
大
西
　
良
一
（
北
条
町
西
南
）

昭
和
58
〜
63
年
度
、
平
成
７
〜

９
年
度
の
通
算
９
年
間
は
、
北
条

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
コ
ー
チ

と
し
て
、
平
成
10
年
か
ら
は
同
監

督
と
し
て
毎
週
土
・
日
曜
日
の
練

習
に
は
欠
か
さ
ず
出
席
し
、
団
員

の
指
導
に
あ
た
り
団
活
動
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
金
井
　
一
之
（
田
原
町
）

平
成
６
年
度
よ
り
九
会
サ
ッ
カ

ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と

し
て
、
週
２
回
の
練
習
に
は
欠
か

さ
ず
出
席
。
審
判
員
の
資
格
を
取

得
し
、
子
ど
も
た
ち
の
指
導
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
竹
内
　
正
和
（
北
条
町
古
坂
）

平
成
６
年
度
北
条
野
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
育
成
会
会
長
。
平
成
７

年
度
同
育
成
会
顧
問
と
し
て
、
団

の
発
展
に
貢
献
。
ま
た
、
平
成
７

年
度
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
加

西
市
軟
式
少
年
野
球
協
会
事
務
局

長
と
し
て
、
少
年
野
球
の
発
展
と

青
少
年
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
田
中
　
和
典
（
山
枝
町
）

昭
和
62
年
か
ら
１
年
間
、
富
合

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
育
成
会
会

長
と
し
て
、
団
の
組
織
づ
く
り
に

貢
献
。昭
和
63
年
か
ら
14
年
間
は
、

団
の
代
表
に
就
任
。
ま
た
加
西
市

軟
式
少
年
野
球
協
会
理
事
と
し

て
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
努

め
ら
れ
ま
し
た
。

〈
ス
ポ
ー
ツ
功
績
賞
〉

○
橋
本
　
将
孝
（
北
条
町
東
南
）

第
31
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸

蛻選手全員によるラジオ体操

10月3日豸を中心に市民の健やかな身体と豊かな心づくり
をめざし「第37回加西市体育大会が行われ、市内各会場で
17種目に約5千人が挑戦、スポーツの秋を満喫しました。
また、同日加西球場で行われた開会式では、「加西市善意の

表彰」のうち、スポーツ部門の表彰と、スポーツの振興に寄与
し、全国大会等で優秀な成績を収められた方々へ「体育協会ス
ポーツ賞」などの表彰が行われました。

蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）蛻選手宣誓をする吉田有希さん（加西中）

善
意
の
表
彰
＆

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者 （

敬
称
略
）
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会
　
三
段
跳
　
第
８
位

○
三
宅
　
　
慶
（
中
野
町
）

女
子
第
19
回
兵
庫
県
郡
市
区
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
　
第
２
部
２
区

区
間
賞

○
加
西
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

（
加
西
市
シ
ニ
ア
）

全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

シ
ニ
ア
、
シ
ニ
ア
レ
デ
ィ
ー
ス
県

予
選
　
優
勝

全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
県
代

表
決
勝
大
会
　
優
勝
、
県
代
表
選

考
会
Ｇ
Ｂ
大
会
決
定
戦
　
優
勝

☆
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
受
賞
町

最
優
秀
町

横
尾

優

秀

町

笠
屋
・
江
ノ
木

文
・
岩
國
亮
（
北
条
高
校
）

〔
一
般
男
子
の
部
〕
東
郷
崇
・
南

原
雅
樹
（
ド
リ
ー
ム
）

〔
女
子
の
部
〕
藤
原
裕
子
・
宮
崎

い
づ
み
（
加
西
中
）

▼
第
38
回
市
民
卓
球
大
会

〔
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〕
▽
一
部

是

常
浩
一
郎
（
暁
ク
ラ
ブ
）
▽
二
部

大
豊
真
也
（
加
西
中
）
▽
三
部

吉
田
寛
明
（
暁
ク
ラ
ブ
）

〔
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〕
田
居
修
一
・
西

村
勝
平
（
暁
ク
ラ
ブ
）

〔
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〕
▽
一
部

森

井
星
子
（
暁
ク
ラ
ブ
）
▽
二
部

福
井
鈴
香
（
泉
中
）

▽
三
部

福
井
新
和
（
泉
中
）

〔
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〕
藤
元
洋
子
・
山

端
悦
子
（
暁
ク
ラ
ブ
）

〔
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部
〕
小
林
敏
幸

（
一
般
）

▼
第
34
回
町
対
抗
家
庭
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会

〔
男
子
〕
▽
一
部

笠
屋
Ａ
　
▽
二

部

鴨
谷

▽
三
部
Ａ
ゾ
ー
ン

福

吉
　
▽
三
部
Ｂ
ゾ
ー
ン

横
尾
Ｂ

〔
女
子
〕
▽
一
部

東
高
室
　
▽

二
部
Ａ
ゾ
ー
ン

青
野

▽
二
部

上
競
技
兵
庫
県
大
会
　
男
子
４
０

０
ｍ
　
第
１
位
　

第
48
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
陸
上
競
技
大
会

男
子
４

０
０
ｍ
　
第
１
位

第
53
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
大
会
　
男
子
４
０

０
ｍ
　
第
３
位

○
谷
田
　
昌
一
（
西
谷
町
）

第
45
回
兵
庫
県
高
等
学
校
定
時

制
・
通
信
制
課
程
陸
上
競
技
大
会

走
幅
跳
　
第
１
位

第
45
回
兵
庫
県
高
等
学
校
定
時

制
・
通
信
制
課
程
陸
上
競
技
大
会

三
段
跳
　
第
１
位

平
成
16
年
度
全
国
高
等
学
校
定

時
制
・
通
信
制
課
程
陸
上
競
技
大

協
会
）

▼
第
15
回
市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

▽
男
子
の
部

西
脇
敏
郎
　
▽
女

子
の
部

世
良
田
や
ち
子

▼
第
5
回
市
民
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
大
会

▽
チ
ー
ム
ラ
リ
ー
戦

フ
レ
ン
ズ

▽
団
体
戦

根
日
女

▼
第
20
回
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

富
合
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

▼
第
28
回
少
林
寺
拳
法
演
武
大
会

蘆
組
演
武

〔
少
年
の
部
〕
▽
低
学
年

木
下

耕
平
・
志
方
ま
ゆ
　
▽
中
学
年

塩
河
寛
大
・
森
井
拡
靖
　
▽
高
学

年

切
貫
裕
介
・
豊
原
達
也

〔
一
般
の
部
〕
清
瀬
利
昭
・
高
見

博
美

蘆
乱
　
捕

〔
少
年
の
部
〕
豊
原
達
也

〔
一
般
の
部
〕
岩
本
直
樹

▼
第
11
回
市
長
杯
地
区
対
抗

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

下
里
チ
ー
ム

▼
第
38
回
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会

〔
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
〕
細
井
貴

▼
第
35
回
市
民
空
手
道
大
会

蘆
型
競
技

▽
幼
年

前
田
陸
馬

▽
小
学
低
学
年

吉
岡
寛
斗
　
▽

小
学
高
学
年

北
原
暉
人
　
▽
中

学

市
橋
良
太
　
▽
一
般

藤
原

伸
一

蘆
組
手
競
技

▽
幼
年

辻
翔
太

▽
小
学
低
学
年

吉
岡
寛
斗
　
▽

小
学
高
学
年

北
原
暉
人
　
▽
中

学

西
村
亮
祐
　
▽
一
般

吉
岡

政
洋

▼
第
5
回
市
民
ペ
タ
ン
ク
大
会

蓬
莱
し
ず
子

▼
第
１
回
マ
ウ
ン
テ
ン
ボ
ー
ル
大
会

竹
内
敏
和

▼
第
37
回
市
民
柔
道
大
会

蘆
団
体
戦

白
組

蘆
個
人
戦

▽
小
学
生
低
学
年

日
和
恵
大
（
柔
道
こ
ど
も
会
）

▽
小
学
生
中
学
年

是
常
弘
幸

（
柔
道
こ
ど
も
会
）
▽
小
学
生
高

学
年

中
野
智
貴
（
柔
道
教
室
）

▽
中
学
生
男
子

石
井
孝
明
（
北

条
中
）
▽
一
般

玉
井
大
（
柔
道

Ｂ
ゾ
ー
ン

坂
本

▽
三
部
Ａ
ゾ

ー
ン

小
谷

▽
三
部
Ｂ
ゾ
ー
ン

佐
谷

▼
第
2
回
親
善
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会

〔
小
学
生
の
部
〕
▽
男
子

西
在

田
ー
ズ

▽
女
子
低
学
年

Izum
i

F
ighters

▽
女
子
高
学
年

西

在
田
Jr

〔
中
学
生
の
部
〕
▽
女
子

加
西

中
学
校

▼
第
29
回
市
民
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

大
会

〔
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〕
▽
一
部

槌
道

康
雄
・
村
上
祥
教
（
夢
前
ク
）

▽
二
部

川
崎
真
次
・
斉
藤
明
日

香
（
夢
前
ク
）

〔
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〕
▽
一
部

槌

道
康
雄
（
夢
前
ク
）
▽
二
部

岸

本
猛
男
（
香
寺
ク
）

〔
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〕
▽
一
部

森
智

子
・
柳
瀬
亜
衣
未（
兵
庫
県
立
大
）

▽
二
部

藤
原
明
子
・
井
岡
浩
子

（
小
野
）

〔
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〕
▽
一
部

斉

藤
明
日
香
（
夢
前
ク
）
▽
二
部

柴
田
裕
子
（
香
寺
ク
）

▼
第
35
回
親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会

▽
少
年
の
部

泉
Ｆ
Ｃ
Jr

▽
女
子
の
部

賀
茂
チ
ー
ム
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今
年
最
終
の
町
ぐ
る
み
健
診
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
今
年
、
ま
だ
健

診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
こ
の
機
会
を

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
10
月
９

日
貍
の
台
風
の
た
め
受
診
で
き
な
か
っ

た
方
は
、
こ
の
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時

12
月
５
日
豸

場
　
所

Ｊ
Ａ
兵
庫
み
ら
い
本
店

申
込
・
問
合
先

健
康
長
寿
課

（
蕁
瀚
８
７
２
８
）

◆
参
加
費

無
料

◆
募
集
対
象

小
学
生
〜
大
人
ま
で
（
小
学
生

低
学
年
は
要
保
護
者
同
伴
）

◆
場
　
所

玉
丘
史
跡
公
園

「
手
づ
く
り
庵
」

◆
焼
成
方
法

平
窯

◆
申
込
方
法

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

E
-m
ail

（
先
着
順
）

※
定
員
に
達
し
た
段
階
で
締
め
切

り
ま
す
。

◆
問
合
せ
・
申
込
先

〒
６
７
５

―
２
３
９
５

加
西
市
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
文
化
財
係
（
蕁
瀚

８
７
７
０
、
蕭
潴
１
８
０
３
）

kyoiku@
city.
kasai.hyogo.jp

平成18年に開催される「のじぎく兵庫国体」
を県民総参加で成功させようと「のじぎく兵庫
国体募金」（愛称：はばタン募金）の取り組み
がスタートしています。
皆さんから寄せられた募金は、国体と国体

に引き続き開催される「のじぎく兵庫大会
（第６回全国障害者スポーツ大会）を支えるボ
ランティアの活動経費に充てられます。
募金は、庁舎などに設置している「はばタ

ン」が目印の募金箱に入れていただくか、最

寄の金融機関・郵便局から直接下記の口座
に振り込むことができます。
皆さんの温かい御支援、御協力をよろしく

お願いします。
★振込口座
蘆銀行口座　三井住友銀行神戸公務部　

普通口座 3044734
口座名 のじぎく兵庫国体募金推進委員会
蘆郵便振替口座　00960－6－295860
口座名 のじぎく兵庫国体募金推進委員会

蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中蛻ハニワ制作中 蛻ハニワを設置中

第2回「埴輪づくり」
工人の大募集!

My「はにわ」を玉丘史跡公園で作り、
展示しませんか?!

活動内容 日　　　時 定員 備　考

弁当、水筒
は各自で用
意ください。

作業できる
服装

20名

10月30日貍
午前9時～午後3時

埴輪づくり

11月20日貍
午前9時～
（時間が許せる範囲）

焼　　成

11月21日豸
午前9時～午前10時

設　　置

玉丘史跡公園活用事業

今
年
最
終
の
町
ぐ
る
み
健
診
（
日
曜
健
診
）

�40～70歳までの5歳毎の節目年齢の方。
今年度の対象者は、
蘆40歳…昭和39年4月2日～

昭和40年4月1日生まれの方
蘆45歳…昭和34年4月2日～

昭和35年4月1日生まれの方
蘆50歳…昭和29年4月2日～

昭和30年4月1日生まれの方
蘆55歳…昭和24年4月2日～

昭和25年4月1日生まれの方
蘆60歳…昭和19年4月2日～

昭和20年4月1日生まれの方
蘆65歳…昭和14年4月2日～

昭和15年4月1日生まれの方
蘆70歳…昭和9年4月2日～

昭和10年4月1日生まれの方
�定期的な肝臓機能検査を受けていない40歳以
上で次のいずれかに該当される方
①過去に肝臓機能異常を指摘されたことがある。
②広範な外科的処置を受けたことがある。
③妊娠分娩時に多量出血があった。
健診受診を希望される方で、申し込みをされ

ていない方はお申し込みください。

肝炎ウイルス検診対象者内容・受付時間・対象者
内　容 受付時間

8：00～
12：00

9：00～
12：00

料　金

1,300円

対象者

20歳以上の
市民基本健康診査

800円 右記のとおり肝炎ウイルス
検 診

レントゲン
500円

喀痰検査
800円

20歳以上の
市民

胸部
（肺がん・結核）

検診

700円大腸がん検診

1,500円 50歳以上の
男性

前立腺がん
検 診

無　料 20歳以上の
市民歯 科 健 診

800円 20歳以上の
市民
（女性）

乳がん検診

1,700円子宮がん検診
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男
女
が
お
互
い
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
て
良
い
面

を
出
し
合
っ
て
生
き
て
い
く
社
会
が
、
今
後
め
ざ
す
べ
き
男
女
共
同
参
画

社
会
で
あ
り
ま
す
。
理
想
的
な
男
女
関
係
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
本
社
会
の
伝
統
で
あ
っ
た
の
か
、
男
性
中
心
の
社
会
が
長
く
続
き
、

女
性
の
視
点
で
も
の
を
見
た
り
、
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
ま
り
無
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
バ
ブ
ル
崩
壊
に
し
て
も
男
性
中
心
の
考

え
方
で
経
済
的
や
り
過
ぎ
の
反
動
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
家
庭
で
も
奥
様

に
十
分
な
相
談
も
し
な
い
で
困
っ
た
結
果
を
招
い
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
女
性
は
非
常
に
理
知
的
で
慎
重
で
あ
り
ま
す
。
行
政
も
一
緒
で
大

い
に
反
省
す
べ
き
点
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
は
女
性
の
声
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
、
ま
た
女
性
自
身
も
大
い
に
活
躍

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
ま
で
と
違
っ
た

社
会
が
展
開
さ
れ
、
改
革
、
再
生
が
実
現
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

少
子
化
対
策
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
産
み
の
苦
し
み
を
知
ら
な
い
男
性

は
、
女
性
の
よ
き
理
解
者
と
な
り
、
日
々
の
生
活
の
中
で
も
育
児
や
家
事

な
ど
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

水
戸
黄
門
で
知
ら
れ
る
徳
川
光
圀
は
、
誕
生
日
は
母
を
最
も
苦
し
め
た

日
だ
か
ら
必
ず
白
粥
と
梅
干
一
個
と
い
う
粗
末
な
食
事
を
し
た
そ
う
で

す
。
ま
た
蒋
介
石
に
も
同
じ
よ
う
な
話
が
あ
り
、
母
の
死
後
、
自
分
の
誕

生
日
は
母
の
産
み
の
苦
し
み
の
日
で
あ
る
と
朝
食
を
取
ら
す
、
食
を
断
ち
、

母
を
思
い
、
産
ん
で
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
そ
う
で
す
。
尊
い
生
命
へ

の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

ど
う
か
若
い
皆
様
に
お
願
い
し
ま
す
。
結
婚
を
し
て
、
良
好
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
、
少
子
化
対
策
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
必
ず
自
分
自
身
の
老
後
生
活
の
安
定
に
つ
な
が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

加
西
市
長

No. 5

蘆
写
真
…
ひ
ょ
う
ご
未
来
女
性
会
議
に
出
席
し
、

県
の
清
原
理
事
ら
と
歓
談
す
る
柏
原
市
長
。

み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
少
子
化
対
策

市
庁
舎
設
置
の
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
自
動
交
付
機

を
新
機
種
に
更
新
し
ま
し
た
。

ご
利
用
方
法
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
、「
し
み
ん
カ
ー
ド
Ｋ

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」（
暗
証
番
号
登
録
が
必
要
）
を
使
用
し
て
住
民
票

の
写
し
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
11
月
１
日
豺
よ
り
交
付
機
の
稼
働
時
間
を
拡
大
し

ま
す
。

な
お
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
設
置
の
自
動
交
付
機
の
稼

動
時
間
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。

住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
自
動
交
付
機
が

さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
す
!

蛻新しい自動交付機

★自動交付機ご利用時間★

蘢
「
し
み
ん
カ
ー
ド
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｉ
（
印
鑑
登
録
証
）」
は
、
印

鑑
登
録
を
さ
れ
た
際
に
印
鑑
登

録
証
と
し
て
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。
印
鑑
証
明
書
の
交
付
を
受

け
ら
れ
る
時
は
、
窓
口
交
付
の

場
合
で
も
必
ず
こ
の
カ
ー
ド
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

蘢
「
し
み
ん
カ
ー
ド
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｉ
（
印
鑑
登
録
証
）」
は
、
印

鑑
登
録
の
申
請
時
に
暗
証
番
号

登
録
を
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場

合
や
、
代
理
人
申
請
に
よ
っ
て

印
鑑
登
録
を
さ
れ
た
場
合
は
、

暗
証
番
号
は
登
録
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
自
動
交
付
機
は
ご

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

蘢
「
暗
証
番
号
」
は
、
ご
本
人

の
申
請
に
よ
っ
て
登
録
で
き
ま

す
。
代
理
人
の
申
請
は
で
き
ま

せ
ん
。
暗
証
番
号
登
録
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
運
転
免
許
証

等
の
顔
写
真
付
の
公
的
証
明
書

と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
市
民

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

市
民
福
祉
部
市
民

課
（
蕁
瀚
８
７
２
０
）

交付機設置場所

市庁舎
1階

現　　　行

月曜日～金曜日
午前8時30分～午後7時
土曜日
午前8時30分～午後0時
＜休業日＞
日曜日、祝日、年末年始

月曜日～金曜日
午前7時30分～午後8時
土曜日
午前8時30分～午後5時
＜休業日＞
日曜日、祝日、年末年始

地域交流
センター
3階

（アスティアかさい）

火曜日～日曜日
午前9時00分～午後7時
＜休業日＞
月曜日、祝日、年末年始

（月曜日が祝日の場合は火曜日も休みです。）

これまでと同じです。

※日曜日も
ご利用いただけます

変　更　後

「
し
み
ん
カ
ー
ド
Ｋ
Ａ

Ｓ
Ａ
Ｉ
（
印
鑑
登
録

証
）」
に
つ
い
て

蛻しみんカードKASAI

さ
が
ゆ
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万
願
寺
で
地
域
の
活
性
化

を
図
る
目
的
で
、
ま
ち
お
こ

し
グ
ル
ー
プ
「
原
始
人
会
」

（
池
田
孝
一
会
長
）
が
活
躍
中
で

す
。
平
成
12
年
11
月
に
上
・
下
万

願
寺
町
の
有
志
の
住
民
で
設
立
。

現
在
は
、
会
長
・
会
計
・
土
木
担

当
な
ど
６
名
で
役
割
分
担
を
し
て

い
ま
す
。
土
曜
日
と
日
曜
日
が
活

動
日
。
朝
早
く
か
ら
自
分
た
ち
で

開
拓
し
た
原
始
人
広
場
に
集
合

し
、
作
業
に
取
り
か
か
り
ま
す
。

設
立
し
て
最
初
に
建
設
し
た
の

は
、
市
か
ら
の
ふ
る
さ
と
振
興
補

助
金
で
炭
焼
き
の
釜
を
造
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
炭
焼
き
小
屋
兼
事

務
所
・
酒
樽
を
使
っ
た
原
始
人
風

呂
な
ど
自
給
自
足
で
生
活
で
き
る

空
間
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
現
在
原
始
人
広
場
で
は
、

庭
井
清
隆
さ
ん
（
窪
田
町
）
の
指

導
で
２
階
建
て
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を

建
設
中
で
す
。

万
願
寺
と
い
う
地
で
原
始
人
会

を
立
ち
上
げ
た
時
、
村
か
ら
は
賛

否
両
論
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、「
何
も
し
な

け
れ
ば
、
″ま
ち
″
は
活
性
化
し
な

い
。
何
か
し
な
く
て
は
…
。」
と

努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。
パ
ワ
ー

を
持
続
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
新
し
い
発
想
と
話
題
に

は
目
を
光
ら
せ
、
自
分
た
ち
の
活

動
に
何
か
利
用
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
原
始
人
会
が
様
々

な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

り
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
ち
お
こ

し
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
″ま
ち
″
か

ら
の
協
力
体
制
も
で
き
つ
つ
あ
り

ま
す
。
今
月
開
催
し
た
町
民
を
対

象
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

で
は
原
始
人
会
の
メ
ン
バ
ー
と
町

民
が
一
緒
に
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

原
始
人
会
の
主
な
収
入
源
は
、

年
に
約
３
回
火
入
れ
す
る
「
炭
」

（
鬼
の
怒
り
）、
炭
を
焼
く
時
に
出

る
汁
を
集
め
た
「
木
酢
原
液
」

（
鬼
の
泪
）、
地
元
産
の
コ
シ
ヒ
カ

リ
と
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
を
ミ
ッ
ク
ス
し

た
「
米
」
（
ど
う
ぞ
　
ど
う
ぞ

万
願
寺
の
お
米
で
す
）
な
ど
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
特
産
品
か
ら
得
て
い
ま

す
。
そ
の
財
源
で
活
動
や
施
設
建

設
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
６
月
に
市
で
は
「
加
西
市

農
村
地
域
活
性
化
特
区
」
の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

建
設
中
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
農
家
民

原
始
人
会
に
参
画
し
ま
せ
ん
か
!

ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

万
願
寺
の
原
始
人
会

Active Kasai★★★★★★★★★★★★★★★★★

宿
の
宿
泊
所
と
し
て
活
用
し
た

り
、
１
階
で
濁
酒
の
製
造
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
酒
造
免
許

取
得
や
申
請
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
ま
す
。
濁
酒
は
「
女
切
峠
」
と

名
づ
け
販
売
予
定
で
す
。

ま
た
今
年
の
２
月
か
ら
来
年
ま

で
月
に
１
回
、
地
元
産
米
キ
ヌ
ヒ

カ
リ
の
消
費
拡
大
に
と
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
中
で
、
第
１
回
目
は
９
月

12
日
豸
に
行
わ
れ
ま
し
た
。「
ご

は
ん
食
」
の
す
ば
ら
し
さ
を
「
ち

ら
し
寿
司
」
と
「
米
粉
ケ
ー
キ
」

で
実
感
し
て
い
た
だ
く
と
同
時

に
、
都
市
住
民
と
の
交
流
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
炭

や
木
酢
原
液
な
ど
の
販
売
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
の
バ
ン
ド
演
奏
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
住
民
の
方
々
と
の
協

力
体
制
を
強
化
し
、
万
願
寺
発

「
原
始
人
」
の
名
前
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
と
熱
く
語
ら
れ
て
い
ま

す
。
な
お
同
会
で
は
、
イ
ベ
ン
ト

の
準
備
や
後
片
付
け
を
手
伝
っ
て

く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
週
土
、
日

曜
日
に
作
業
し
て
い
る
ロ
グ
ハ
ウ

ス
づ
く
り
の
参
加
者
も
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

原
始
人
会
の
池
田
さ
ん
ま
で
（
蕁

瀝
０
１
５
０
）。

蛻建設中のログハウスの上

蛻事務所で製造した商品を前に夢を語る「原始人会」メンバー

蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」蛻米の消費拡大イベントで配られた「ちらし寿司」
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平
成
17
年
４
月
１

日
か
ら
保
育
所（
園
）

入
所
を
希
望
す
る
幼

児
を
対
象
に
、
申
し

込
み
の
受
付
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
の

で
、
入
所
を
希
望
さ

れ
る
方
は
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
２
人

以
上
の
児
童
が
同
時

に
入
所
希
望
の
場
合

は
１
人
ず
つ
申
し
込
み
が
必
要
で

す
）
申
込
用
紙
は
各
保
育
所
及
び

社
会
福
祉
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
次
表
の
と
お
り
で

す
。
指
定
日
に
来
ら
れ
な
い
方
は

11
月
29
日
豺
か
ら
12
月
17
日
貊
ま

で
に
社
会
福
祉
課
ま
た
は
、
各
保

育
所
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
既
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
で
、
保
育
の
実
施
が
17
年
度

以
降
も
許
可
さ
れ
て
い
る
方

は
、
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。（
詳
し
く
は
各
保
育

所
及
び
社
会
福
祉
課
ま
で
）

◆
保
育
料

児
童
の
属
す
る
世
帯
員
（
父
母

及
び
生
計
を
主
宰
す
る
祖
父
母
）

の
平
成
16
年
分
の
所
得
税
額
及
び

16
年
度
市
民
税
額
に
応
じ
て
計
算

し
決
定
し
ま
す
。

◆
保
育
の
実
施
期
間

小
学
校
入
学
ま
で
の
保
育
に
欠

け
る
期
間

◆
入
所
申
込
に
必
要
な
も
の

①
入
所
申
込
書
　
②
印
鑑

③
勤
務
証
明
書
、
保
育
に
欠
け
る

状
況
確
認
書
（
民
生
委
員
の
証

明
が
必
要
）

④
入
所
申
込
児
童
家
庭
調
査
表

※
給
与
所
得
者
の
源
泉
徴
収
票
又

は
確
定
申
告
書
（
控
）
を
平
成

17
年
３
月
18
日
貊
ま
で
に
社
会

福
祉
課
又
は
保
育
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

各
保
育
所
ま
た
は
社

会
福
祉
課
（
蕁
瀚
８
７
２
６
）

平
成
17
年
４
月
１

日
か
ら
加
西
市
立
幼

稚
園
に
入
園
を
希
望

す
る
方
を
対
象
に
、

入
園
願
書
の
受
付
を

行
い
ま
す
。
な
お
、

願
書
等
詳
し
い
資
料

は
、
11
月
16
日
付
で

保
護
者
の
方
へ
送
付

し
ま
す
。

◆
入
園
資
格

市
内

に
住
所
の
あ
る
５
歳
児
（
平
成
11

年
４
月
２
日
〜
平
成
12
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

◆
申
込
に
必
要
な
も
の

願
書
、
印
鑑

◆
申
込
方
法

11
月
24
日
貉
〜
11
月
26
日
貊
の

午
後
３
時
〜
５
時
に
直
接
入
園
を

希
望
す
る
幼
稚
園
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
締
め
切
り
ま
で
に
入
園
希
望
者

が
15
名
に
満
た
な
い
場
合
は

「
加
西
市
幼
稚
園
の
休
園
等
に

関
す
る
規
定
」
に
よ
り
休
園
と

な
り
ま
す
。
但
し
、
応
募
者
が

10
人
以
上
で
小
学
校
区
の
就
学

対
象
者
数
の
80
％
を
上
回
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
入
園
希
望
者
が
締
切
時

に
休
園
規
定
に
該
当
す
る
幼
稚
園

加
西
市
で
は
、
平

成
15
年
４
月
か
ら
新

た
に
学
童
保
育
園
を

開
設
し
、
放
課
後
や

長
期
休
暇
中
に
家
庭

や
地
域
で
保
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な

い
児
童
に
対
し
、
主

と
し
て
遊
び
を
通
じ

て
健
全
育
成
の
た
め

の
保
育
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

申
請
書
類
は
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
及
び
学
童
保
育
園
で
お
渡

し
し
て
い
ま
す
の
で
、
来
年
度
に

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
入
園
希
望
者
が
10
人
に
満

た
な
い
場
合
は
、
市
条
例
の
規
定

に
よ
り
休
園
と
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◆
学
童
保
育
実
施
園

・
北
条
東
学
童
保
育
園
・
富
田
学

童
保
育
園
・
九
会
学
童
保
育
園

◆
入
園
資
格

蘆
市
内
の
小
学
校
１
〜
３
年
生
ま

で
に
在
学
し
、
保
育
が
可
能
な

同
居
成
人
が
い
な
い
児
童

蘆
各
園
と
も
校
区
外
児
童
は
受
け

入
れ
で
き
ま
せ
ん

◆
申
込
期
限

11
月
15
日
豺
〜
12
月
10
日
貊

◆
必
要
書
類

蘆
学
童
保
育
園
入

園
申
請
書
、児
童
の
状
況
確
認
票
、

勤
務
証
明
書
（
保
育
に
欠
け
る
申

立
書
）
※
書
類
は
、
児
童
１
人
に

つ
き
１
部
必
要
で
す
。

◆
保
育
料

月
額
６，
０
０
０
円
　

※
８
月
分
の
み
１
２，
０
０
０
円

◆
保
育
時
間

蘆
授
業
の
あ
る
日
＝

授
業
終
了
後
〜
午
後
６
時

蘆
長
期
休
暇
な
ど
＝

午
前
８
時
30
０
分
〜
午
後
６
時

◆
提
出
・
問
合
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
（
蕁
瀚
８
７
７
２
）

保育所入所者募集
平成17年度☆保育所入所申込受付日程☆

の
応
募
者
に
は
他
の
幼
稚
園
へ
の

入
園
希
望
を
再
度
お
伺
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
合
先

各
幼
稚
園
ま
た
は
幼

児
対
策
課
（
蕁
瀚
８
７
７
４
）

学童保育園入園のご案内
平成17年度

（
注
）
賀
茂
幼
児
園
の
入
園
願
書

の
み
、
短
期
時
間
部
、
長
時
間
部

に
関
わ
ら
ず
11
月
24
日
貉
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
ま
で
賀
茂
幼
児
園

で
入
園
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
入

園
希
望
さ
れ
る
方
は
、
願
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

受付月日 受付対象保育園（所）

11月24日貉
富田保育所（蕁瀚1592） 多聞保育園（蕁瀾2383）
善防保育所（蕁瀾3765） 白竜保育園（蕁瀰1185）
北条保育園（蕁瀚5566）

11月25日貅
九会保育園（蕁瀲0142） 田原保育園（蕁瀲0148）
別府保育園（蕁瀰0601） 日吉保育園（蕁瀘0324）
宇仁保育園（蕁瀘1524）

11月26日貊

蜷受付時間／午前9時～午後5時　　蜷受付場所／市役所 多目的ホール

泉第一保育所（蕁瀝1968） 泉第三保育所（蕁瀝1971）
北条南保育所（蕁瀚3162） 北条西保育所（蕁瀚3630）

幼稚園入園について
平成17年度



花と緑あふれる美しい県土づくりの推進に貢献した方に贈ら
れる「みどりの賞」に、根日女花倶楽部（岩井泰三会長）と黒
田秀一さん（北条町南町）が選ばれました。9月11日貍滝野町
文化会館で行われた、「こころ豊かな北播磨をめざす実践推進
大会」の席上、県知事代理の櫛笥享夫北播磨県民局長より表彰
状が授与されました。根日女花倶楽部は、加西青年会議所のメ
ンバーを中心に、花と緑のまちづくりを推進するために結成し、
市の玄関口である加西インターチェンジや北条鉄道沿線など公
共花壇の緑化活動に寄与されています。また黒田さんは、ふる
さとの自然を守り育て、地域環境保全保護をめざす「加西発緑
の協力隊」発足に貢献され、造園業者としての知識と技術を活
かし、活動のリーダーとして幅広い活動をされています。

9月21日貂、譁マリアンヌ製靴（大場八重子社
長）が市役所を訪問し、8月末に行われたマリア
ンヌ靴まつりの売上金30万円を病院の施設充実
資金として寄付していただきました。同社は、下
里小学校にマリアンヌ文庫を設置し、毎年図書購
入の寄付や病院の設備充実にとご尽力いただいて
います。感謝するとともに資金を有効に活用して
いきたいと思います。

伝統文化「播州歌舞伎」、若者文化「ストリートダンス」、国際交流
「カポエイラ」（ブラジルのダンス）、この3者が共演したまちづくりイ
ベント「クロスカル
チャー2004」が9
月25日貍地域交流
センターで行われま
した。プロジェクタ
ーから照らされた光
と映像の中、優雅な
舞、アクティブなダ
ンスが繰り広げら
れ、約400人を魅了
しました。

時空を越えた多文化交流「クロスカルチャー2004」

市民の皆さんに病院をもっと知っていただくた
め、9月25日貍加西病院で「第1回ホスピタルフェ
アー」が行われました。院内研究発表会として各
部署の研究発表や業務の改善、新規業務の評価・
分析などが行われました。また公開広場では、市民
の方を対象に腰痛体操や介護教室、血圧や体脂肪、
動脈硬化測定など健康チェックが行われました。

加西病院で
「第1回ホスピタルフェアー」開催
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譁マリアンヌ製靴　
靴まつりの売上金を寄付
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「非行ゼロ運動」作品3部門の入賞作品決定
青少年補導センターでは、青少年の非行を防止し、青少年

が子どもらしく、明るく健全で生き生きと生活することを目
的に「非行ゼロ運動」を実施しています。その一環として市
内の小学生（5・6年）及び中学生（1・2・3年）を対象に作
文、標語、ポスターを募集しました。各学校で選考された
148作品が3部門に寄せられ審査の結果、最優秀・優秀賞を次
のとおり決定しました。なお入賞作品ポスター、標語は、ア
スティアかさい3階　ウォールギャラリーで、10月15日貊～
24日豸まで「非行ゼロ運動作品展」で展示します。
蘆作　　文（中学校1年の部）＜優秀賞＞常峰久美子（泉中）、志方佑衣（加西中）、千石郁子（泉中）
蘆標　　語（中学校2年の部）＜最優秀賞＞前田沙紀（善防中） ＜優秀賞＞王子真央（善防中）、水田学弥（北条中）

（小学校5年の部）＜最優秀賞＞民輪幸大（宇仁小） ＜優秀賞＞岡井裕嗣（九会小）、古角千尋（賀茂小）
蘆ポスター（中学3年生の部）＜最優秀賞＞達可芙由美（泉中） ＜優秀賞＞南古名久美（泉中）、藤井那奈子（加西中）

（小学校6年の部）＜最優秀賞＞沢田考佑（北条東小） ＜優秀賞＞北川真美子（日吉小）、小林瑞紀（賀茂小）

青少年の非行防止をめざして

交通安全を願って
秋の交通安全運動期間中の交通安全を願って、警察、加西交通安全

協会は、9月21日貂、北条交番前で街頭キャンペーンを行いました。柏
原市長も参加し、手作りの交通安全のお守り600個や道路交通法改正

を知らせるチラシをドラ
イバーに配り交通安全を
呼びかけました。また市
役所ロビーでは、「秋の
交通安全ポスター展」も
行われ、小・中学生が描
いた733点から選ばれ
た優秀作品と入賞作品
49点が展示されました。

9月～10月にかけて、第37回体育
大会を中心に学校や幼稚園、保育園な
どで運動会や体育祭が行われていま
す。連日市内のグラウンドや体育館で
は、子どもから高齢者まで元気に汗を
流されています。
（写真上段は日吉小学校、

下段は北条小学校の運動会）

スポーツの秋 真っ盛り
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蛻沢田考佑（北条東小6年）

達可芙由美（泉中3年）蜀



10月2日貍・3日豸加西東工業団地特設会場で、北播磨4市8町の
地場産品や特産品などを紹介し、販売促進をめざすイベント「北播
磨じばさん元気市」が行われ
ました。会場に張られたテン
トには、朝早くから長蛇の列
ができ、両日で約3万1千人
の人出で賑わいました。この
日のために作られた特設ステ
ージでは、よさこいやストリ
ートダンス、伝統芸能など市
内の団体も多数出演し、イベ
ントを盛り上げました。

10月2日貍、男女参画社会の実現をも目的に活動する
女性が集う第6回ひょうご女性未来会議が約150人の参加
で、県立フラワーセンターといこいの村はりまを会場に行わ
れました。フラワーセンターで行われた講演会及び総会に
は、加西市出身の絵本作家　永田萠さんを講師に招き、
「絵本『ひまわり姫』に託す思い」と題して講演していただ
きました。「女性が社会進出していく時代が到来した予感
がします。女性も積極的に社会に働きかけていく必要があ
ります。」と萠さん。その後会場をいこいの村はりまに移し、
「子育て支援」をテーマーに井戸敏三知事への提言などが
行われ、エンパワーメントの向上をめざす会議となりました。

9月15日貉の敬老の日を中心に、市内各地で地域単位の心のこもった
お祝い会「高齢者あったか推進のつどい」が催され、各町趣向を凝らし
た内容と手作りの料理等で長寿をお祝いしました。佐谷町では、舞踊、
南京玉すだれ、マジックが行われたり、ビンゴゲームや健康体操には、
高齢者の皆さんも参加されました。また町の方々が手作りした「ちらし
寿司」が振る舞われました。

中心市街地拠点の「なしたまぁ」で半年記念まつり
今年3月末にオープンした素人の店「なしたまぁ」が半年を迎えました。

「なしたまぁ」は市街地の空店舗を活用し、市街地の活性化をめざす拠点と
して誕生。そのオープン半年を記念するイベントとして、9月26日豸歴史ガイ
ドボランティアによる北条町のまち並を楽しむ散策ツアーや出店、北条小学
校児童が描いた壁画のお披露目など様々な内容で記念行事を行いました。ツ
アーには、約150人が参加し、歴史と文化の漂う北条町内を散策しました。

高齢者あったか推進のつどい ―各町で心のこもった敬老会―

平成18年のじぎく兵庫国体のマスコット「はばタ
ン」と県内各地で国体をPRするはばタンレディー
が、10月2日貍「なかよしカーニバル」（運動会）
の開催している賀茂幼児園を訪問し、園児たちに
「はばタンダンス」を指導していただきました。市内
の保育所、幼稚園、小学校では、はばタンダンス
のビデオが配され、運動会などで踊られています。

はばタンとはばタンレディーが来市
賀茂幼稚園でダンスレッスン

井戸知事を迎えて
ひょうご女性未来会議 in Kasai

北播磨じばさん元気市　北播磨4市8町の特産品などが即売
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蛻絵本を手に講演する永田萠さん



市民と地区担当職員らが意見交換行い相互理解と信頼を深め合う、タウンミーティング
が、9月24日貊市内のトップをきって、九会地区で行われました。幼稚園と保育園を一本
化する幼児園の設置などについて話し合われました。

★その他の地区の日程
＜北条地区＞ ＜富田地区＞

◆日　時／10月28日貅 午後7時30分～9時 ◆日　時／11月19日貊 午後7時30分～9時
◆場　所／地域交流センター　多目的ホール ◆場　所／富田会館
◆テーマ／市財政再建推進計画と市民サービスについて ◆テーマ／心豊かな地域社会づくりについて

＜下里地区＞ ＜多加野地区＞
◆日　時／11月19日貊 午後7時～9時 ◆日　時／11月25日貅 午後7時30分～9時30分
◆場　所／善防公民館　2階　大研修室 ◆場　所／JAみらい多加野支店
◆テーマ／安全安心なまちづくりの課題と対策について ◆テーマ／宇仁小学校改築について他3件

タウンミーティング開催 ―市民との意見交換会―

9月14日貂、日吉保育園（宮崎幸子園長）で公開
保育（保育士指導会）が行われました。この公開保
育は、年に3回、公立及び私立保育所（園）の15園
から保育士が集まり、保育指導の充実をめざしてい
ます。この日は、日吉保育所3歳児20名が園庭に作

られた迷路を探
検し、迷路のドキ
ドキ、わくわく感
を味わいながらい
ろんな遊びを発見
し、友だちや保育
士と一緒に楽しく
遊びました。その
後指導方法など
について意見交換
が行われました。

学校と地域が一体となり子どもたちの多文化共生教育を実践
的に行う指定校として、泉小学校（山下喜久子校長）が選ば
れました。第1回目の取り組みとして、9月27日豺イラン人で料
理店を経営するムサビ ジャリルさん（北条町駅前）からイラ
ンの文化と生活について教えていただきました。子どもたちの

遊びや食べ物の紹
介、民俗衣装の試
着など子どもたち
は興味深く話しを
聞きました。また
授業に参加した1・
2年生84名から、
はばタンダンスや
歌を歌ったりして
交流を深めました。

地域交流センターの賑わいの創出と市民活動の拠点として、ねひめネ
ットは活動しています。9月11日貍、地域交流センターで、市民活動団
体42団体54名が集まり、第2回ねひめネット代表者会議が行われました。
兵庫県野外レクリエーション指導協議会の栗木剛さんを講師に招き、公
共施設のあり方や公共施設と上手くつきあう方法など市民活動と公共施
設が信頼関係を深めて、楽しく利用できるよう指導していただきました。
また公共施設のあり方などについてグループ討論が行われました。

「公共施設と楽しい関係を・・・」
第2回ねひめネット代表者会議

日吉保育園で公開保育
―保育指導の充実をめざし―

いこいの村はりま
の園内道路で季節は
ずれの桜が開花。開
花しているのは1本
だけですが、可憐な
花が咲いていまし
た。相次ぐ台風上陸
による風、そして塩
害の影響で木の葉が
散ったためでしょう
か？ 異常気象で季
節が分からなくなっ
たのでしょうか？

泉小学校で外国の方とのふれあい交流会
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いこいの村はりまで
季節はずれの桜が開花!

＜在田地区＞
◆日　時／11月19日貊 午後7時30分～9時
◆場　所／JAみらい在田支店
◆テーマ／地域住民の手によるまちづくりについて



★身近な人権課題『高齢者と人権』
人は歳をとれば、程度の差はあっても身体の調子が

悪くなったり、判断能力や運動機能が低下したりする
ものです。痴呆や寝たきりなどで介護が必要になる場
合もあります。こうした「老化」はだれにでも訪れま
す。
高齢者虐待は、こういった介護を必要とする高齢者

に対して行なわれることが多いので、被害者が助けを
求めることが困難です。
また、過去の人間関係の不和や、高齢化や少子化
など社会の変化により介護力の不足、家族（子どもと
その配偶者）、サービス提供者（ホームヘルパー、訪
問看護士など）や施設職員の人権意識の低さなどから、
虐待であるという認識が不足している傾向があります。
虐待の内容としては、世話の放任（ネグレクト）が

もっとも多く見られますが、その他身体的虐待、心理
的虐待、性的虐待があります。
また、最近では、高齢者の不動産や預貯金をその家
族が無断で名義変更するなどの高齢者の財産搾取（経
済的虐待）も問題となっています。
高齢者の介護や福祉に携わる専門職や近所の人な

ど周囲の人たちが気づき、相談することが早期発見に
つながります。

天
満
神
社
を
西
へ
下
る
と
、
町
内
を
は

し
る
市
道
と
交
差
し
ま
す
。
そ
の
交
差

点
の
正
面
に
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、
道
路
に
沿
っ
て
斜
面
保

護
の
た
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
擁
壁
が
構

築
さ
れ
て
い
ま
す
。
擁
壁
は
、
緩
や
か
に

南
か
ら
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に
向
か
っ
て
曲
が
り
、
そ
の
途

中
に
擁
壁
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一
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で
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塔
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ど
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が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
凹
み
中
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に
、
高
室
石
製

の
凝
灰
岩
で
製
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さ
れ
た
供
養

碑
が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。

形
は
、
頂
部

が
山
形
を
し

た
板い

た

碑び

型
の
板
石
で
、
上
部
が
二
つ
に
折

れ
補
修
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
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、

形
や
大
き
さ
な
ど
が
明
ら
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で
な
い
た
め

碑
の
全
容
が
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
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が
、

地
上
高
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幅
約
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㎝
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厚
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㎝
を
測
り
ま
す
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表
面
は
、
風
化
、
損
傷
な
ど
で
摩
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し
て
い
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す
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、
文
様
、
文
字
が
辛
う
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判
読
で
き
ま
し
た
。
頂
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に
は
、
日
輪

本
校
で
は
、
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力
目
標
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一
つ
に

『
心
や
さ
し
く
思
い

や
り
の
あ
る
児
童
の
育
成
』
を
掲
げ
、

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
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ア
の
心
の
育
成
に

努
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
毎
年
、
夏

休
み
に
は
、
ア
イ
マ
ス
ク
・
車
い
す
・
手

話
・
点
字
な
ど
の
福
祉
体
験
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
「
点
字

に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
視
力
に
障
害
に

あ
る
方
々
に
対
す
る
、

正
し
い
理
解
と
思
い
や

り
の
心
を
育
て
る
。
」

と
い
う
ね
ら
い
の
も

と
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
協
力
で
点
字
を

打
つ
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

実
習
で
は
、
ま
ず
最
初
に
自
分
の

名
前
を
打
ち
、
そ
れ
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
学
校
の
校
歌
を
打
ち
ま
し

た
。
点
字
板
の
使
い
方
、
文

字
の
打
ち
方
が
わ
か
ら
な
く

て
困
惑
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
は
、「
あ
い
う
え
お
」
を

打
て
る
よ
う
に
な
る
と
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カ

行
や
タ
行
な
ど
、
点
を
付
け

る
だ
け
で
で
き
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
、
意
欲
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に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
や
数

字
な
ど
も
で
き
る
こ
と
を
知
り
、
点

字
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
て
い
ま

し
た
。

五
年
生
女
子
は
体
験
活
動
を
次
の

よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。『
私
は

よ
く
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
病
院
な
ど
で
点

字
を
見
か
け
ま
す
。
け
れ
ど
全
く
読

め
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
今
日
点
字
を
打
っ

た
り
読
ん
だ
り
す
る
体

験
を
し
て
、
少
し
だ
け

れ
ど
点
字
が
読
め
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よ

う
に
な
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ま
し
た
。
こ

れ
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ら
は
点
字
を
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か

け
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ら
、
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よ
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と
思
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。
実
際

打
つ
の
は
簡
単
で
と
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も
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し
か
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で
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こ
れ
か
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勉

強
し
て
、
少
し
で
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障
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あ
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方

の
役
に
立
ち
た
い
で
す
。』
と
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
は
視
力
に
障
害
の
あ
る
方
々
に
つ
い

て
少
し
で
も
理
解
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
駅
・
病
院
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
歩
道

な
ど
で
点
字
を
見
か
け
た
ら
、
自
分

で
読
み
、
意
味
を
理
解
す
る
と
と
も

に
、
困
っ
て
お
ら
れ
る
方
を
支
援
・
補

助
で
き
る
子
ど
も
に
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

人
権
尊
重
の
心
を
育
て
る

内
に
何
ら
か
の
文
様
を
刻
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
の
文
様
が
何
を
表
す
も
の
か
明
ら
か
に

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
頂
部
下
の
身

部
は
、周
囲
に
比
べ
一
段
低
く
彫
り
凹
め
、

銘
文
や
文
様
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
向
か
っ

て
右
側
面
沿
い
に
は
、
枝
状
の
線
刻
が
縦

方
向
に
認
め
ま
す
が
、
趣
、
線
刻
の
深
さ

な
ど
は
他
箇
所
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
か

ら
、
後
世
の
所
作
も
し
く
は
傷
と
思
わ
れ

ま
す
。
一
方
、
基
部
際
に
は
蓮
の
形
を
し

た
蓮れ

ん

弁べ
ん

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
銘
文

は
、「
寛
□
３
年

倉
谷
村
　
□
　
□
堂

供
養
仏

□
月
吉
日

施
主
　
」
と
判
読

で
き
ま
す
が
、
本
碑
の
特
徴
な
ら
び
に

「
寛
□
」
と
読
め
る
年
号
か
ら
推
測
す
る

と
、
江
戸
時
代
に
属
す
る
い
ず
れ
か
の
時

期
に
、
当
時
の
倉
谷
村
の
有
志
も
し
く
は

有
力
者
が
願
主
と
な
り
製
作
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「いつまでも住み続けたいまち、住んで
いてよかったと言えるまち」をめざして

加西市立宇仁小学校
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昨
年
、「
野

生
ジ
カ
の
刺

し
身
で
Ｅ
型

肝
炎
、
県
内

で
４
人
感
染
」

と
い
う
新
聞

報
道
が
あ
っ
た
の
を
記
憶
さ
れ
て
い
ま
す
で

し
ょ
う
か
。
あ
の
シ
カ
肉
騒
ぎ
が
加
西
病
院

を
舞
台
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で

実
態
が
良
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
Ｅ
型
肝

炎
と
い
う
珍
し
い
病
気
に
関
す
る
新
事
実

が
次
々
と
見
つ
か
り
、
加
西
か
ら
世
界
に

向
け
て
情
報
発
信
し
た
こ
と
ま
で
は
ご
存

じ
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
病
気
は
、
Ｅ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
汚

染
さ
れ
た
飲
み
水
や
食
べ
物
を
口
に
す
る
こ

と
で
感
染
し
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
は
自
然
に
治

っ
て
し
ま
い
慢
性
化
し
ま
せ
ん
が
、
ま
れ
に

重
症
化
し
て
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
４
月
、
原
因
不
明
の
急
性
肝
炎

の
患
者
さ
ん
が
お
二
人
、
相
次
い
で
加
西
病

院
に
入
院
さ
れ
ま
し
た
。
シ
カ
の
生
肉
を
２

ヶ
月
近
く
前
に
食
べ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

り
、
同
じ
シ
カ
肉
を
食
べ
た
方
を
調
査
し

て
い
く
こ
と
で
最
終
的
に
は
４
人
の
Ｅ
型
肝

炎
の
患
者
さ
ん
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
幸
い

に
も
シ
カ
肉
の
一
部
が
冷
凍
庫
に
残
っ
て
い

た
た
め
、
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
専
門
の
施

設
で
調
べ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
っ
た
く
同

一
の
Ｅ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
感
染
経
路
が
不
明
で
あ
っ
た

Ｅ
型
肝
炎
に
お
い
て
、
動
物
を
介
す
る
感

染
で
あ
る
こ
と
が
世
界
で
初
め
て
直
接
証
明

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
調
査
し
ま
す
と
、
シ
カ
の
生
肉
を
食
べ

た
こ
と
の
あ
る
人
達
の
方
が
食
べ
た
こ
と
の

な
い
人
達
よ
り
も
、
過
去
に
Ｅ
型
肝
炎
に

感
染
し
て
い
た
事
実
を
示
す
抗
体
を
持
っ
て

い
る
割
合
が
多
く
（
ほ
と
ん
ど
は
知
ら
な
い

う
ち
に
）、
シ
カ
の
生
肉
に
よ
る
Ｅ
型
肝
炎

の
感
染
は
ま
れ
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
シ
カ
に
Ｅ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
ど
の

程
度
感
染
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
り
、

猟
友
会
の
ご
協
力
で
現
在
調
査
中
で
す
。

食
通
の
方
か
ら
は
、「
シ
カ
肉
は
火
を
通

す
と
固
く
な
っ
て
お
い
し
く
な
い
」
な
ど
と

お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
寄
生
虫
の
問
題
も

あ
り
野
生
動
物
の
肉
を
生
で
食
べ
る
こ
と
は

避
け
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
は

熱
に
弱
い
の
で
、
十
分
に
加
熱
し
て
食
べ
れ

ば
安
全
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き

ま
す
。

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今

インフルエンザ予防

野
生
動
物
の
生
肉
は
危
険
!

〜
シ
カ
と
Ｅ
型
肝
炎
の
怖
い
関
係
〜

市
立
加
西
病
院

消
化
器
科
部
長
　
北
　
嶋
　
直
　
人

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ http://www.hospital.kasai.hyogo.jp 

い
ず
み
会
会
員
（
北
条
町
横
尾
）

高
井
　
栄
美
さ
ん

〈シェフから一言〉

鉄分を多く含むほうれん草と食物繊維のきのこ類を
たっぷり食べていただけるメニューです。野菜やき
のこ類には血中コレステロールを下げる効果がある
のでコレステロールが気になる方にもお勧めです。

ほうれん草（100g）、えのき（100g）
本しめじ（100g）
【調味料】砂糖（小２）、だし汁（大２）
醤油（小２）、トウバンジャン（適宜）

笊ほうれん草、えのき、本しめじはゆでる。
笆軽くしぼり、だし汁・砂糖・醤油で味付け
をしてトウバンジャンを加える。

〈作り方〉

―生活習慣でインフルエンザをよせつけない! ―
インフルエンザは、体の中にインフルエンザ
ウィルスが入ることで起こる感染症です。感
染症であるインフルエンザは、人の咳やくしゃ
み等によって空気中に飛び散ったウィルスを吸
い込むことで感染していき、体力や抵抗力が
落ちた時に症状（悪寒・高熱）が現れます。
インフルエンザが流行するのは、気温が低
く空気が乾燥している冬の11月から３月で
す。冬の冷たい空気を吸い込むと、鼻や気
管に生えている、線毛というホコリやウィルス・
細菌から守ってくれるフィルターのような働きが
鈍くなり、体外にウィルスを排出しきれないた
め、インフルエンザウィルスが人の体内に入り
込みやすいからです。
日頃から、インフルエンザに負けない生活

習慣を心がけましょう。
予防のポイント

★ウィルス対策…ウィルスは近づけない、近
づかないポイント
①外から帰ったら、うがいと手洗いをする。
②人ごみはできるだけ避ける。
③室内は、室温20℃前後・湿度60%前後に
保ち、換気をまめに行う。
④マスクをつける。
★体力の強化…体力強化・免疫力アップのポ
イント
①粘膜を強化するビタミンＡ（ほうれん草・に
んじん）・免疫力を高めるビタミンＣ（大
根・ブロッコリー）・血行を促進するビタミン
Ｅ（かぼちゃ・豆腐・納豆）などを多めにバ
ランスよく食べる。
②睡眠をしっかりとり、身体や脳の疲れをと
る。
③予防接種を受ける。

（加西市歯科衛生士会）

むし歯予防と唾液の関係

唾液には、むし歯になりやす
い状態をむし歯になりにくい状
態に導いてくれるはたらきがあ
ります。繊維質の多い食べも
のをよく噛んで食べ、ストレスを
ためない事が、唾液の分泌を
促し、はたらきをよくさせてくれ
るのです。
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子どもたちはなぜ９歳で成長がとまるのか 三沢直子
ヒトはこんなことで死んでしまうのか 上野正彦
知っているつもりで説明できないニュースのことば

池上　彰
見つけて楽しむきのこワンダーランド 大作晃一
介護入門 モブ・ノリオ
アフター・ダーク 村上春樹
シベリア鎮魂歌 立花　隆
マイ・ライフ 上・下巻 ビル・クリントン
ハリーポッターと不死鳥の騎士団　上・下巻

Ｊ・Ｋ・ローリング
おばあちゃんのアップルパイ ローラ・ラングストン

ＤＶＤ「ウインドトーカーズ」
ＤＶＤ「９デイズ」
ＤＶＤ「Ｘ－ＭＥＮ２」
ＣＤ 「ＴＲＵＮＫ」 ＨＹ
ＣＤ 「ＥＸＰＬＯＰＥＲ」 槇原敬之
ＣＤ 「Ｓｉｎｇｌｅ Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ」 矢井田瞳

アスティアかさい３階
（蕁瀚３７２２）

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり
新 着 書

ねひめホールイベント情報
内　　　　容 日　　時

おはなし会
内容：幼児から小学生低学年向けの

本の読み聞かせ、紙芝居

10月16日貍・23日貍
30日貍・11月13日貍
14：00～14：30

キッズミニシアター
内容：幼児から小学生低学年向けの

アニメの上映

11月6日貍
14：00～14：30

映画：「非情城市」
監督：ホウ・シャオシエン（台湾）
出演：トニー・レオン

1945年、第２次大戦終結直後の台湾。祖国復帰の喜びもつかの間、港町・
基隆で酒家を営む林阿祿の一家は、大陸の中華民国から流入し台湾を統治す
る〈外省人〉の横暴に苦しめられていた。そんな中、耳が聞こえない四男の文
清は、仲間の思想家たちと新しい台湾像を夢見つつ、優しい看護婦の寛美とさ
さやかな恋を育んでいた。しかし、1947年〈二・二八事件〉が台湾全土を弾圧
の嵐に巻き込む。知識人をはじめとした〈本省人〉たちは次々と逮捕され、処
刑される。文清もまた追われる身となるが…。生と死、愛と悲しみの年代記。
それまで語ることさえタブーとされてきた戦後台湾史最大の汚点〈二・二八事

件〉に、台湾のニュー・ウェーブの嚆矢、候孝賢（ホウ・シャオシエン）が真っ向
から取り組んだ群像劇の傑作。1980年ヴェネチア国際映画際 金獅子賞（グラン
プリ）受賞。

◆日　時／10月22日貊 午後７時00分～９時40分

◆場　所／地域交流センター 多目的ホール

◆入場無料 ◆定員／94名
◆問合先／ねひめCue! 事務局（蕁瀚０１０６）

10月のねひめCue! 上映作品

新 着 ＶＡ

ねひめCue! は地域の映画文化を豊かにしていくために、それぞれの地域に
暮らす人々の手で映画を見ることができる場（コミュニティシネマ）
作りをめざす市民映画上映グループです。

摘
み
と
れ
ば
淡
く
香
る
や
花
茗
荷

芦
田
か
ず
え

星
月
夜
川
辺
の
地
蔵
へ
散
策
す

森
井
　
一
女

天
平
の
祈
り
の
彩
か
花
茗
荷

玉
田
　
幸
代

眠
き
児
の
睫
毛
長
き
や
合
歓
の
花

西
村
　
和
代

真
上
よ
り
音
貫
け
り
瀧
の
前

菅
野
と
く
子

紫
蘇
揉
め
ば
臓
器
に
浸
み
る
紫
蘇
の
風

玉
置
　
美
江

光
陰
の
流
る
る
音
や
沙
羅
の
花

吉
田
佐
代
子

胃
カ
メ
ラ
の
愁
い
も
ろ
も
ろ
暑
気
払
い

西
村
万
寿
美

薬
に
て
つ
な
ぐ
命
や
暑
気
払
い

玉
置
　
克
子

ま
る
や
か
な
手
作
り
梅
酒
暑
気
払
い

東
羅
　
種
子

〔休館日〕毎週月曜日・国民の祝日・毎月末日

★予約はインターネットが便利です。
詳しくはホームページをご覧ください。

http://www.library.city.kasai.hyogo.jp/
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☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
を
希
望
す
る
方
に

活
動
先
を
紹
介
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

求
め
る
方
と
の
橋
渡
し
を
し
ま
す
。

☆
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
に
関
す
る
相
談
・

情
報
の
提
供

様
々
な
情
報
提
供
や
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
・
研
修
会
の
開
催

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
を
始
め
た
い
方
に
各

種
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活

動
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修
会
も
開
催
し

て
い
ま
す
。

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録

個
人
登
録
と
グ
ル
ー
プ
登
録
が
あ
り
ま

す
。

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援

各
種
研
修
会
の
開
催
や
各
種
助
成
金
情

報
の
提
供
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
調
査
・
研
究

住
民
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
に
関
す
る

意
識
調
査
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活

動
実
態
調
査
の
ほ
か
に
、
地
域
の
高
齢

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
に
つ
い
て
紹
介

者
・
障
害
者
な
ど
の
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
方
を
対
象
に
生
活
課
題
（
ニ
ー
ズ
）
を

把
握
す
る
た
め
の
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

☆
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の
啓
発

住
民
を
対
象
と
し
た
福
祉
学
習
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
や
講
演
会
な
ど
の
開
催
、

広
報
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
災
害
の
窓
口

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
に
安
心
し
て
取
り

組
め
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

災
害
共
済
や
行
事
用
保
険
な
ど
の
窓
口
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
加
入
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
!!
』

○
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
古
本
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
問
合
先

加
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
地

域
福
祉
推
進
室
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
（
蕁
潴
８
１
３
３
、
蕭
瀚
６
６
５
８
）



このコーナーに掲載を希望される方は、写真とメッセージを
〒675-2395 加西市役所秘書広報課まで。（蕁瀚８７０１）

毎日、かわいい笑顔を見せて
くれてとっても幸せです。

〈ママの一言〉

竹市　翔太くん
7ケ月

（坂元町）

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診
■母子健康手帳の交付 午前８時30分～午後５時15分

妊　婦 随　時　　 健康長寿課（市役所２階）

■2か月児（先天性股関節脱臼）健診 午後１時～２時

平成16年８月生まれの乳児 10月26日（火）

《平成16年９月生まれの乳児 11月30日（火）》

■4か月児健診 午後１時～２時

平成16年６月生まれの乳児 11月２日（火）

《平成16年７月生まれの乳児 12月１日（水）》

■1歳6か月児健診 午後１時～２時

平成15年５月生まれの幼児 11月９日（火）

《平成15年６月生まれの幼児 12月７日（火）》

■3歳児健診 午後１時～２時

平成13年９月生まれの幼児 11月16日（火）

《平成13年10月生まれの幼児 12月14日（火）》

■乳幼児保健相談 午後１時～２時

希望者 11月17日（水）

《12月16日（木）》

■離乳食講習会 午後１時～１時30分

初期：３～６か月の乳児の保護者

10月29日（金）

《12月24日（金）》

中期：７～８か月の乳児の保護者

11月26日（金）

《１月28日（金）》

■プレママ教室（妊婦教室） 午後１時～１時30分

妊娠５～８か月（安定期）のママ、祖父母

11月11日（木）

《12月２日（木）》

■パパママクラブ（予約制） 午後１時～１時30分

妊娠５～６か月のパパ・ママ ２月３日（木）

妊娠８か月以降のパパ・ママ 11月４日（木）

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
11月２日（火）午後１時30分～午後３時30分

市民会館（１階会議室）

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
11月２日（火）午後１時30分～午後３時30分

市民会館（１階会議室）

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）
毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
11月４日（木）健康福祉会館

11月４日（木）善防公民館

11月11日（木）農村環境改善センター

11月18日（木）北部公民館

■法律相談
11月25日（木）健康福祉会館　受付は午前９時～11時

■市民相談
月～金曜日　午前８時30分～午後４時

市役所市民相談室

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週水・木曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階地域交流センター相談室

■教育相談
月～金曜日　午前８時30分～午後５時　教育研修所

■女性相談（家族、近所、職場、子育て、介護、夫からの暴力など女性専用）
毎週火・金曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階男女共同参画センター相談室

電話相談と面接相談の予約（蕁瀚００１２専用）

■養育相談（０～18歳までの子どもを育てている保護者対象）
〈性格・生活習慣・知能・言語・学校生活・心身障害などに関する相談〉

月～金曜日　午前９時～午後４時

健康福祉会館２階　家庭児童相談室（蕁瀚６７０４）

■母子相談（母子に関する相談）
毎週火・木曜日　午後１時～午後４時

市役所　社会福祉課女性児童係（蕁瀚８７２６）

相相相相 談談談談

時間はいずれも
午後１時30分～午後４時｝

パパ・正慶さん
ママ・亮子さん

母子健康手帳を
お持ちください。）（

（受付時間）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越しください。
★健診、相談には、母子健康手帳をお持ちください。
★問合先 健康長寿課（蕁瀚８７２３）

※エプロンと掛
け物・飲み物
（赤ちゃん用）
をお持ちくだ
さい。

日吉小学校６年

原　田　智　仁くん

ぼくの夢
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休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん
10月17日（日） 徳岡内科 （北条町・蕁瀚０１７８）

24日（日） 天沼医院 （北条町・蕁瀚３６３６）
31日（日） 安積医院 （西剣坂町・蕁瀟０３６１）

11月 3日（水） 佐竹医院 （北条町・蕁瀚４０５７）
7日（日） あさじ医院 （若井町・蕁瀝０２２５）
14日（日） 米田医院 （尾崎町・蕁瀾３５９１）
21日（日） 横田内科医院 （北条町・蕁瀚５７１５）
23日（火） 坂部整形外科 （北条町・蕁潴１４４４）

新築・増築・滅失された家屋については、ご連絡をお願いします。★税務課資産税係（蕁瀚8713）
●只今、家屋調査巡回中!

※変更される場合がありますので、事前に確認のうえ受診してください。
その他については、加西市消防本部にお問合せください。
蕁潴1682（テレフォンサービス）または、蕁瀚0119

☆問合先 税務課（蕁瀚8712）

（口座振替のおすすめ）
納税は口座振替制度をご利用されますと便利で安全です。口座振替

のお申し込みは、引き落としを希望される金融機関で申請できます。

平成16年度市県民税（普通徴収）第3期分、国民健康
保険税・介護保険料（普通徴収）第4期分の納期限は

11111111月1111日（月）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

『播磨中央自転車道』についてご意見をお聞かせ下さい!

◆
入
居
を
募
集
す
る
団
地

①
清
水
団
地
（
北
条
町
西
高
室
）

蘆
戸
数
　
２
戸
（
規
格

３
Ｄ
Ｋ
）

蘆
家
賃
　
１
８，
９
０
０
〜

３
２，
３
０
０
円

②
横
尾
団
地
（
北
条
町
横
尾
）

蘆
戸
数
　
２
戸（
規
格
　
３
Ｄ
Ｋ
）

蘆
家
賃
　
２
６，
０
０
０
〜

４
３，
０
０
０
円

③
別
府
団
地
（
別
府
町
）

蘆
戸
数
　
１
戸
（
規
格

３
Ｄ
Ｋ
）

蘆
家
賃
　
２
０，
２
０
０
〜

３
３，
５
０
０
円

◆
入
居
時
期

12
月
中
旬
の
予
定

◆
入
居
資
格

次
の
盧
〜
眈
の
す

べ
て
を
満
た
す
方

盧
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
方

盪
市
民
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
蘯
家
族
の
人
数
が
２
人
以
上
で
あ

る
方

蘆
家
族
構
成
が
夫
婦
ま
た
は
親
子

を
主
と
す
る
方

蘆
婚
約
し
て
い
る
場
合
は
入
居
日

ま
で
に
入
籍
で
き
る
方

盻
収
入
が
基
準
以
内
の
方

（
下
表
参
照
）

眈
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

◆
受
付
期
間

11
月
１
日
豺
〜
11

月
12
日
貊
（
申
込
書
の
配
布
は
10

月
25
日
豺
〜
）

◆
入
居
選
考
方
法

入
居
者
選
考

委
員
会
に
諮
問
し
、
資
格
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
。

◆
申
込
・
問
合
先

都
市
整
備
部

管
理
･
用
地
課（
蕁
瀚
８
７
５
０
）

市市市市
営営営営
住住住住
宅宅宅宅
入入入入
居居居居
者者者者
募募募募
集集集集

入居家族数（申込者含む）による収入基準の目安

給
与
所
得
者

年
間
総
収
入

事
業
所
得
者

年
間
総
所
得

2人

4,152
千円未満

4,628
千円未満

5,104
千円未満

5,576
千円未満

6,052
千円未満

2,780
千円以下

3,160
千円以下

3,540
千円以下

3,920
千円以下

4,300
千円以下

3人 4人 5人 6人

播磨中央自転車道とは、加古川右岸自転車道から、権現ダム、フラワーセンタ
ーを通り、播磨中央公園までを結ぶ、豊かな自然をたっぷり満喫できるサイクリン
グロードです。平成7年より整備を進めており、権現ダム～フラワーセンターまで
は、平成18年の完成予定で、現在一部区間については、通行していただいてい
ます。フラワーセンターより北側は、ルート検討中です。

播磨中央自転車道

多くの皆さんに利用していただけるよう、市民代表者、学識経験者を中心とし
た『ふるさと交流委員会』を設立しました。委員会では、計画の基本方針につい
て検討し、自転車道の利用促進や、ルートについて検討しています。

委員会活動

委員会では、皆さんから寄せられたご意見を、反映させていきたいと思います。
「こうすれば、もっと利用が増えるのでは…」「こんなルートの方がいいのでは（検
討区間）」「自転車道にこんな施設があればいいのに…」「今の自転車道の改善点…」
どんな意見でも結構です。ハガキ、FAX、電子メールでお寄せください。(電子
メールは、ホームページから送信できます。)

ご意見お待ちしています!
★問合先／11月30日貂までに、ふるさと交流
委員会事務局（蕭瀚4872）〒675-2311
兵庫県加西市北条町横尾1-1 北播磨県民
局 県土整備部 社土木事務所 加西事業所

★詳しい情報をホームページでご提供しています。
http://web.pref.hyogo.jp/

kitaharima/kendoseibi/
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加
西
市
で
は
、
市
内
中
小
企
業

の
方
へ
事
業
資
金
融
資
の
あ
っ
せ

ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
証
料
負

担
50
％
の
期
間
を
１
年
延
長
し
、

平
成
17
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
り

加
西
市
中
小
企
業

事
業
資
金
融
資

交通の妨げになる道路に、はみだした草木を所有者は刈り取りましょう。

く

ら

し

の

情

報 ま
し
た
。
ま
た
１
％
以
内
で
利
子

補
給
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

融
資
対
象

市
内
に
事
業
所
を
有

し
、
同
一
事
業
を
同
一
場
所
で
１

年
以
上
経
営
す
る
中
小
企
業
者

で
、
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
保

証
対
象
事
業
に
該
当
す
る
も
の
。

融
資
の
内
容

左
表
参
照

問
合
先

商
工
観
光
課

（
蕁
瀚
８
７
４
０
）

◆日　時／10月28日貅 ※少雨決行
午前10時10分～午後3時頃まで

◆場　所／北条鉄道法華口駅　 ◆集　合／午前10時10分
◆参加料／無料（弁当各自持参）

※県立フラワーセンター入園料は別途必要
◆内　容／北条鉄道沿線の名所・旧跡を歩く同ハイクの第5
弾。今回は、「秋のフラワーセンターと玉丘史跡公園」をテ
ーマに、北条鉄道法華口駅を出発、秋の紅葉と菊花展が美

しいフラワーセンターや根日女伝説で有名な玉丘史跡公園
などを通り、北条町駅に到着する全長約11袰のコースです。
◆コース／法華口駅～鶉野飛行
場跡～県立フラワーセンター
～玉丘史跡公園～丸山総合
公園～北条町駅
※参加申し込みは不要です。当日
法華口駅に集合してください。
◆問合先／商工観光課

（蕁瀚8740）

第5回 北条鉄道沿線ハイク

資金使途及び
限 度 額

融資利率

貸付期間

そ の 他

取扱金融機関

三井住友銀行北条支店　　但馬銀行加西支店
みなと銀行加西支店　　　姫路信用金庫加西支店
播州信用金庫北条支店　　但陽信用金庫加西支店
兵庫県信用組合加西支店

年1.7％
（うち1％以内で市が利子補給を行います）

兵庫県信用保証協会の保証要
ただし、市が50％を負担（平成17年9月30日まで）

運転資金 800万円以内

設備資金 1,000万円以内

公害除去資金 500万円以内

500万円以内 5年以内

500万円超 7年以内

最高限度額
1,500万円

うち据置期間
6ヶ月以内で可

「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
一
環

と
し
て
税
金
を
よ
り
身
近
な
も
の

と
し
て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に

小
学
生
の
書
道
・
ポ
ス
タ
ー
の
作

品
を
集
め
た
「
税
金
展
」
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

日
　
時

10
月
17
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

加
西
商
工
ま
つ
り
「
ふ

れ
あ
い
ひ
ろ
ば
」

こ
の
バ
ッ
ジ
は
黄
色
を
バ
ッ
ク

に
、
中
心
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
あ
り
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
に
は
お
配
り
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
祭
典
の
Ｐ
Ｒ
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
!

問
合
先

北
播
磨
県
民
局
企
画
調

整
部
交
流
企
画
担
当
内
　
北
播
磨

交
流
の
祭
典
推
進
協
議
会
事
務
局

（
蕁
０
７
９
５
瀚
６
１
０
５
）

北
播
磨
交
流
の
祭
典
の

バ
ッ
ジ
が
で
き
ま
し
た
!

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

加
西
市
は
、
国
の
平
均
（
合
計

特
殊
出
生
率
1.29
）
よ
り
も
さ
ら

に
、
少
子
化
傾
向
が
強
く
な
っ
て

い
ま
す
。（
加
西
市
の
合
計
特
殊

出
生
率
1.13
）
こ
れ
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
行
動
計
画
の
策
定
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
催
日
時
　
蘆
第
１
回
目
　
11
月

22
日
豺
蘆
第
２
回
目
　
12
月
２
日

貅
蘆
第
３
回
目
　
12
月
20
日
豺

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
か
ら

※
３
回
の
会
議
に
出
席
可
能
な
方

募
集
人
員

20
〜
30
名
程
度

募
集
期
間

10
月
15
日
貊
〜

11
月
１
日
豺

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙

に
、「
加
西
市
の
、
子
育
て
に
と

っ
て
い
い
と
こ
ろ
／
悪
い
と
こ

ろ
。」
な
ど
、
な
ん
で
も
簡
単
に

記
述
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
社
会
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。

応
募
・
問
合
先

社
会
福
祉
課
女

性
児
童
係
（
蕁
瀚
８
７
２
６
）

少
子
化
と
子
育
て
に
つ
い
て

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
!

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

会
議
の
参
加
者
募
集

融 資 の 内 容
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く

ら

し

の

情

報

●下水道の使える区域では一日も早く水洗化を!
※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。 ★問合先／上下水道部（蕁瀚8795・8762）

ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
と
Ｊ
Ｒ
滝

野
駅
間
を
運
行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
国
正
・
滝
野
線
に

新
停
留
所
「
青
野
口
」
を
設
け
、

10
月
１
日
か
ら
運
行
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
加
西
天
然
温
泉

「
根
日
女
の
湯
」
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
バ
ス
は
、
平
日
の
み
の
運
行
（
土
、

日
、
祝
日
、
盆
、
年
末
年
始
は
運
休
）

で
１
日
に
２
往
復
し
て
い
ま
す
。

問
合
先

企
画
調
整
課

（
蕁
瀚
８
７
０
０
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

新
停
留
所
「
青
野
口
」

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
風
邪
に

比
べ
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
併

発
し
や
す
く
、
命
に
か
か
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

流
行
前
の
早
い
時
期
に
予
防
接

種
を
受
け
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

接
種
対
象
者

蘆
満
65
歳
以
上
の
方

蘆
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓

・
腎
臓
・
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
障
害
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
を
お
持
ち
の
方

接
種
時
期

10
月
15
日
貊
か
ら
平

成
17
年
１
月
31
日
豺
ま
で

料
　
金

３
０
０
円
（
３，
０
０
０

円
を
、
市
が
負
担
し
ま
す
。）

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
で

す
。
但
し
接
種
日
ま
で
に
手
続
き

が
必
要
で
す
の
で
、
健
康
長
寿
課

（
市
役
所
２
階
）
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

接
種
回
数

１
回

接
種
医
療
機
関

市
内
医
療
機
関
及
び
北
播
磨
地

域
内
の
指
定
医
療
機
関

必
要
な
も
の

接
種
対
象
者
で
あ

る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の
。

（
例
…
介
護
保
険
被
保
険
者
証
・

平
成
16
年
度
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
・
健
康

保
険
証
な
ど
）

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
蕁
瀚
８
７
２
３
）

県
で
は
、
体
外
受
精
及
び
顕
微

授
精
（
特
定
不
妊
治
療
）
を
受
け

ら
れ
た
ご
夫
婦
に
対
し
、
経
済
的

な
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
治

療
費
助
成
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

対
　
象

平
成
16
年
４
月
１
日
以

降
に
該
当
す
る
治
療
を
開
始
さ
れ

た
方
（
所
得
制
限
あ
り
）

受
付
期
間

平
成
16
年
８
月
２
日

よ
り
受
付
中

※
申
請
は
原
則
と
し
て
、
治
療
を

終
了
し
た
日
か
ら
３
か
月
以
内
。

た
だ
し
、
す
で
に
６
月
末
日
ま
で

に
治
療
を
終
了
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
10
月
末
ま
で
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

相
談
・
問
合
先

加
西
健
康
福
祉

事
務
所
（
保
健
所
）

（
蕁
瀚
０
２
６
６
）

★
兵
庫
県
不
妊
専
門
相
談

毎
月
第
１
〜
第
４
土
曜
日
　
午

前
10
時
〜
午
後
４
に
不
妊
に
関
す

る
専
門
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
蕁

０
７
８
―
３
６
０
―
１
３
８
８
）

兵
庫
県
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
制
度
事
業

内
　
容

21
世
紀
を
拓
く
キ
ー
ワ

ー
ド
を
人
権
と
捉
え
、
人
権
文
化

の
創
造
を
め
ざ
し
て
学
校
・
家

庭
・
地
域
・
企
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
で
人
権
の
畑
を
耕
す
一
環

と
し
て
、
心
に
刻
ま
れ
た
様
々
な

「
愛
」（
親
・
子
・
ふ
る
さ
と
を
想
う
等
）

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
限

11
月
30
日
貂

応
募
方
法

蘆
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
等
で
６
０
０
字
以
内
、
ジ
ャ
ン

ル
・
形
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

蘆
氏
名
（
匿
名
希
望
の
場
合
は
筆

名
）
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
性
別
・
題
名
等
を
お
書
き
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先

〒
６
７
５
―
２

３
９
５
　
市
民
福
祉
部
人
権
推
進

課
「
愛
の
詩
」
係
（
蕁
瀚
８
７
２

７
　
蕭
潴
１
３
８
０

jinken@
city.
kasai.hyogo.jp

）

男
で
あ
る
が
ゆ
え
の
ス
ト
レ
ス

〜
男
が
ト
ク
？
女
が
ト
ク
？
〜

日
　
時

11
月
７
日
豸

兵
庫
県
男
女
共
同

参
画
推
進
事
業

第
６
回
「
愛
の
歌
」
募
集

「おいしいよ、味見して」とみその販売業
者が訪問した。なめてみるとおいしかったの
で、10kg分を3万円で購入した。後で考える
と高すぎる気がするので返品したい。
訪問販売で購入した場合、頭を冷やして

考えるとクーリングオフ制度がありますが、対
象品はきめられており、食料品は「健康食品」
を除いて対象外です。

クーリングオフできなければ、8日間といえ
ども一方的な返品はできませんので、販売業
者との話し合いにより解決していくしかありま
せん。業者によっては返品・交換に応じてくれ
ない場合もありますので注意が必要です。
契約する時はクーリングオフ制度があるか

らと安易に決めるのではなく、よく考えて慎
重にのぞみましょう。

■問合先 消費生活相談窓口（毎週水、木曜日・午前9時～午後4時、地域交流センター蕁瀚8739）
ハナサク

食品の訪問販売はクーリング対象外
月　日 11月１日（月）
場　所蘆兵庫みらい農協　西在田支店

午前９時～正午
（受付蜷午前９時～11時まで）
蘆兵庫みらい農協　在田支店
午後１時～４時
（受付蜷午後１時～３時まで）

対　象 包丁、ハサミ、靴、洋傘等
問合先 くらしと生活を守る会

事務局（蕁瀚８７３１）

再生修理会

アスティアかさい

8：15
13：05

滝 野 駅

8：47
13：37

滝 野 駅

8：46
13：36

アスティアかさい

9：18
14：08

青 野 口→ →

8：29
13：19

青 野 口

9：04
13：54

→ →
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加西市への寄付
○譁マリアンヌ製靴

代表取締役社長　大場八重子　　　

30万円

（市立加西病院施設充実寄付金として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
一般預託
○美心 ２万円

○大橋博 １万円

○譁本陣 １万793円

○匿名 １万円

○県立北条高等学校 ６万6,423円

供養預託
○黒田幸夫 30万円

善意の花束

お く や み

井上　雅博 66 一　夫 玉　丘
大嶋　國男 71 勝　也 西谷東
増田　七郎 74 丹野昌夫 東笠原
内藤　登志 94 堯　雄 山　田
見雪みさを 87 弘 広　原
宮長　　浩 61 秀　和 谷
松本あさの 83 肇 網　引　
真鍋　　勤 85 栄　一 古坂３丁目
河合をあい 92 善　之 田　原
西面　茂夫 73 典　彦 中　野
安田　　正 86 昇 段　下
藤本　信逸 72 信　仁 殿　原
松岡　逸子 59 佐知雄 北条団地
正中　常夫 86 正　行 宮　前
阿木たまゑ 90 一　一 西野々
金澤よし子 78 平井泰弘 上道山
藤本　豊志 82 明　則 山　田
原田　良夫 81 弘　江 満　久
古角てるこ 91 護 西横田
志方千代子 76 十　郎 国　正
谷田てるゑ 75 繁　和 西谷西
井上　　清 87 和　佳 桑原田
西井　清子 80 雄　三 福住東
川嶋　哲郎 73 洋　一 市　村
大西フミ子 94 藤本保登 西　谷
浅田　政一 82 辰　彦 繁　昌
櫻井　悦男 68 隆　史 千ノ沢
藤本　貞子 79 裕　之 下若井
坂下より子 79 健　悟 下宮木
高井　　潔 81 重　義 上道山
深田　時義 83 昇 玉　野
山本　　勝 71 昌　則 西　南

死亡者 年齢 喪主 町名

（９月30日受付分まで・敬称略）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

社
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
ホ
ー
ル
　

内
　
容

メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
長
　
中
村
彰
さ
ん
に
よ
る
講

演
や
愛
の
光
コ
ー
ラ
ス

参
加
費

無
料
・
１
０
０
名

一
時
保
育

２
歳
か
ら
就
学
前
の

幼
児
10
名
※
10
月
25
日
豺
申
込
締
切

申
込
・
問
合
先

社
町
人
権
啓
発

室
（
蕁
０
７
９
５
潴
０
３
９
９
）

有
効
期
限
が
近
づ
い
て
い
る
水

道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
を
無
料

で
行
い
ま
す
。
立
会
い
は
不
要
で

す
が
、
対
象
者
に
は
事
前
に
ハ
ガ

キ
で
通
知
し
ま
す
。

期
　
間

10
月
15
日
貊
〜
29
日
貊

対
　
象

下
里
・
九
会
・
富
合
・

日
吉
・
宇
仁
・
西
在
田
・
泉
小
学

水
道
メ
ー
タ
ー

取
り
替
え

校
区
の
、
有
効
期
限
（
メ
ー
タ
ー

の
ふ
た
の
裏
に
記
載
）
が
平
成
16

年
12
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
メ
ー

タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す
。

取
替
委
託
業
者

加
西
市
管
工
事
業
協
同
組
合

問
合
先

上
下
水
道
部
　
業
務
課

業
務
係
（
蕁
瀚
８
７
９
５
）

会
員
の
方
が
丹
精
込
め
て
育
て

た
作
品
を
是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
　
時

10
月
29
日
貊
〜
31
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
（
31
日
は

午
後
５
時
ま
で
）

場
　
所

市
民
会
館
視
聴
覚
室

主
　
催

加
西
市
、
加
西
市
観
光

協
会

共
　
催

加
西
市
盆
栽
研
究
会

問
合
先

地
域
振
興
部
商
工
観
光

課
（
蕁
瀚
８
７
４
０
）

第
38
回
加
西
市

盆
栽
展
の
開
催

平
安
時
代
か
ら
武
士
社
会
ま
で

の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、
女
性
の

生
き
方
を
考
え
ま
す
。

日
　
時

蘆
第
１
回
　
11
月
６
日
貍

蘆
第
２
回
　
11
月
21
日
豸

蘆
第
３
回
　
12
月
４
日
貍

い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　
所

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

集
会
室

講
　
師

森
田
充
代
さ
ん

（
古
典
文
学
講
師
）

募
集
人
員

40
名

一
時
保
育

無
料
（
要
予
約
）

参
加
費

無
料

申
込
締
切

10
月
31
日
豸
ま
で
に

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
講
座

歴
史
講
座
〜
歴
史
か
ら

み
る
女
性
の
生
き
方
〜

申
込
・
問
合
先

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
（
蕁
瀚
０
１
０
５
、
蕭

瀚
０
１
３
３
）

加
西
の
奇
岩
、
石
造
品
を
巡
る

（
ゆ
る
ぎ
岩
　
鏡
岩
　
古
法
華
石
仏
）

日
　
時

11
月
28
日
豸

午
前
９

時
20
分
市
役
所
集
合
　
午
後
３
時

頃
解
散
予
定

今
回
は
、
「
加
西
市
の
奇
岩
、

石
造
品
を
巡
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

畑
町
の
イ
ナ
ギ
山
中
に
鎮
座
す
る

奇
岩
ゆ
る
ぎ
岩
と
鏡
岩
、
広
大
な

古
法
華
自
然
公
園
の
中
に
た
た
ず

む
日
本
最
古
の
古
法
華
石
仏
や
磨

崖
仏
な
ど
の
石
造
品
を
、
ゆ
っ
く

り
ハ
イ
キ
ン
グ
し
な
が
ら
巡
り
ま

す
。
観
光
地
で
は
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
ガ
イ
ド
が
あ
り
ま

す
。

募
集
人
員

25
名

参
加
費

１，
０
０
０
円
（
弁
当

代
・
保
険
料
等
を
含
む
）

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
の
場
合
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
を
明
記
。

申
込
・
問
合
先

加
西
市
観
光
協

会
（
〒
６
７
５
―
２
３
９
５

加

西
市
役
所
内
（
蕁
瀚
８
８
２
３
））

第
８
回
加
西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

市
内
観
光
め
ぐ
り

く

ら

し

の

情

報

●ごみの持ち込みについて…受入時間／月・火・木・金曜日　9時～16時30分（但し祝日と12時～13時は除く）
毎週水曜日は、ごみ処理の都合で持ち込みができません。★クリーンセンター（蕁瀟0602）

素
敵
な
演
奏
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

日
　
時

11
月
３
日（
水
・
祝
日
）

午
後
１
時
30
開
演
（
午
後
１
時
開

場
）

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

ゲ
ス
ト
出
演
「
風
」

第
19
回
市
民
音
楽
祭

（敬称略）
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人　口／ 51,153（－88） 世帯数／ 16,487（－39）
男　／ 24,783（－22） 女　／ 26,370（－66）
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